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つまみ音量�

録音ランプ�

ボタン再生�

ボタン（機種�のみ）戻る�

乾電池ランプ�

または 緊急音量解除 ボタン緊急解除／停止�

ボタン録音�

主なものの名前とはたらき

大…音量が大きくなります。
小…音量が小さくなります。

橙…音声録音中
橙点滅…未再生の情報有り
緑…留守録音設定中
緑橙点滅…留守録音設定中かつ未再生情報有り

録音内容を再生します。再生中に押すと、次の番組にスキップします。
【機種�】
録音ランプが点滅中に再生ボタンを押すと、最も新しい未再生情報か
ら順に再生します。

【機種�】
録音ランプが点滅中に再生ボタンを押すと、未再生の内容を１件再生
します。

再生中の番組冒頭で押すと、１つ前の情報に戻って再生します。再生中
に押すと、再生中の情報の最初から再生します。

赤…乾電池で作動中
赤点滅…乾電池が消耗している、または入っていない

緊急通報受信時の最大音量を解除し、通常の音量に戻します。
また、（機種�のみ）再生中に押すと、再生を停止します。
（機種�のみ）再生中に約２秒間長押しすると、再生中の内容と古い内
容をすべて消去します。

留守録音の設定または解除を行います。
受信中に押すと、情報を手動で録音します。

※現在設置されている機械には、
上の２種類の機種があります
が、ボタンのはたらきには、
大きな違いはありません。
詳しくは、お手持ちの取扱説
明書をご覧ください。

雲
仙
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
が
配
備
さ
れ
、
災
害
時
に
は
、
市
民
の
生

命
や
財
産
を
守
り
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
災
害
関
連
情
報
や
避

難
勧
告
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
平
常
時
に
は
行
政
情
報
な
ど
の
周
知

や
広
報
の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
屋
外
に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
情
報
を
流
し
て
い
ま
し
た

が
、
大
雨
や
風
の
強
い
日
に
も
防
災
情
報
な
ど
を
よ
り
受
信
し
や
す
く
す
る

た
め
、
ほ
ぼ
全
世
帯
に
戸
別
受
信
機
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
に
適
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
戸
別
受
信

機
」。
い
つ
で
も
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
ど
ん

な
こ
と
を
心
が
け
て
お
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

電
源
は
常
に
Ｏ
Ｎ
！

せ
っ
か
く
の
戸
別
受
信
機
も
電
源
を
切
れ
ば
た
だ
の
箱
。

情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

乾
電
池
は
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

戸
別
受
信
機
は
、
通
常
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
を
引
い

て
い
ま
す
が
、
台
風
や
地
震
で
停
電
し
た
と
き
は
乾
電
池

を
電
源
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
で
も
使
え
る
よ
う
、
乾
電
池
は
１
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

湿
気
や
ほ
こ
り
は
Ｎ
Ｇ
で
す

台
所
や
浴
室
、
加
湿
器
の
そ
ば
な
ど
に
戸
別
受
信
機
を

置
く
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

戸
別
受
信
機
は
精
密
機
械
で
す
。
蒸
気
や
煙
、
水
分
、

ほ
こ
り
な
ど
が
内
部
に
入
る
と
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

緊
急
時
に
も
持
ち
出
せ
ま
す

戸
別
受
信
機
は
、
屋
外
に
も
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
信
機
に
つ
な
が
る
す
べ
て
の
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
取

付
板
か
ら
は
ず
せ
ま
す
。

強
い
電
波
に
は
弱
い
の
で
す

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
１
�
以
上
離

し
て
置
き
ま
し
ょ
う
。

強
い
電
波
を
発
す
る
機
械
の
近
く
に
置
く
と
、
電
波
を

受
信
し
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
逆
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
設
置
後
、
取
り
付
け
位
置
で
戸
別
受

信
機
の
電
源
を
「
入
／
切
」
し
、
影
響
が
出
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

感
電
に
注
意

ぬ
れ
た
手
で
電
源
プ
ラ
グ
の
抜
き
差
し
を
す
る
の
は
、

感
電
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
落
雷
に
よ
る
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雷
の
時
に
は
電
源
プ
ラ
グ
や
電
源
コ
ー
ド
に
は
触
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

乾電池の液漏れ
使い切った乾電池を入れたまま

にしておくと液漏れが起き、機械
が故障してしまいます。
特に、コンセントを抜いた時や

停電の時には内蔵電池に切り替わ
り、電池が消耗します。
乾電池ランプが点滅したり、５

時間以上内蔵電池で作動させたと
きには、すべて新しい乾電池と交
換してください。
また、長期間家を空けるために

コンセントを抜く
場合は、本体横の
スイッチも切りま
しょう。

ご存知ですか？戸別受信機

ご
存
知
で
す
か
？

戸
別
受
信
機

覚
え
て
お
き
た
い
こ
と

機種②機種�
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２
台
目
が
欲
し
い
ん
だ
け
ど
…

現
在
、
１
世
帯
に
１
つ
の
戸
別
受
信
機

を
貸
し
て
い
ま
す
が
、
２
台
目
の
貸
し
出

し
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

機
械
は
、
な
る
べ
く
み
ん
な
が
聞
け
る

場
所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

引
越
し
し
た
と
き
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の

市
民
安
全
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

機
械
の
調
子
が
悪
い
と
き

市
民
安
全
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

こ
れ
ま
で
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸

別
受
信
機
の
両
方
を
使
っ
て
い
た
「
一

般
行
政
無
線
放
送
」（
講
演
会
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
な
ど
）
を
、
主
に
戸

別
受
信
機
だ
け
を
利
用
し
て
、
決
ま
っ

た
時
間
に
放
送
す
る
も
の
で
す
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
皆

さ
ん
に
お
届
け
す
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

�
よ
り
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

↓
以
前
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
も
併
用

し
て
い
た
た
め
、
音
の
反
響
や
騒

音
を
考
慮
し
な
が
ら
、
聞
き
取
れ

る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス

ピ
ー
ド
で
、
ま
た
、
放
送
が
長
く

な
ら
な
い
よ
う
に
簡
単
な
内
容
し

か
お
伝
え
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

�
不
在
時
で
も
、
録
音
機
能
で
聞
き
逃

し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�
音
量
調
節
に
よ
っ
て
、
自
分
に
合
っ

た
音
量
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
作
業
を
し
な
が
ら
で
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

�
配
布
物
に
目
を
通
す
時
間
が
無
い
人

も
、
市
の
情
報
を
入
手
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

放
送
時
刻

状
況
に
応
じ
て
、
基
本
的
に

○
午
前
８
時
１０
分

○
午
後
１
時

○
午
後
５
時
５５
分

○
午
後
７
時
５５
分

の
い
ず
れ
か
で
放
送
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

ご存知ですか？戸別受信機

ラジオのような普段に話すスピードで、よりわかりやすい放送を目指します。

■
一
般
行
政
無
線
放
送
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

広
報
班

�
３８
‐
３
１
１
１

■
機
械
の
設
置
、
非
常
時
に

お
け
る
放
送
の
問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

�
３８
‐
３
１
１
１
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登
録
し
よ
う
!!�

消
費
者
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル�

�

　
長
崎
県
食
品�

安
全
・
消
費
生�

活
課
（
消
費
生�

活
セ
ン
タ
ー
）�

か
ら
、
い
ち
早�

く
悪
質
商
法
や�

製
品
事
故
な
ど
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。�

　
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た
め
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

�

登
録
方
法�

①
携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か

ら
「anzen@

shouhi.info

」

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、

本
登
録
用
の
メ
ー
ル
が
返
信
さ

れ
ま
す
。
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）�

��������

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
あ
る
Ｕ

Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
用

画
面
か
ら
本
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。�

�
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
の
愛
称
を�

　
　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す�

【
申
込
期
限
】�

　
12
月
25
日
（
金
）
ま
で�

【
申
込
方
法
】�

①
配
信
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル

内
に
あ
る
申
込
用
ア
ド
レ
ス
ま

た
は
「
な
が
さ
き
消
費
生
活
館
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
案
内
画

面
へ
ア
ク
セ
ス
、
応
募
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む
。�

②
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

に
愛
称
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
愛
称
の
由
来
を
記
入
し
、

申
し
込
む
。�

問
・
申
込�

〒
８
５
０-

０
０
５
７�

　
長
崎
市
大
黒
町
３-

１�

　
　
　
　
　
交
通
産
業
ビ
ル
４
階�

長
崎
県
食
品
安
全
・
消
費
生
活
課

（
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）�

　
　
０
９
５-

８
９
５-

２
３
２
０�

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ�

　
　
０
９
５-

８
２
８-

１
０
１
４�

平
成
22
年
用�

「
新
生
活
門
松
カ
ー
ド
」�

�

　
長
崎
県
新
生
活
運
動
協
議
会
で

は
、
「
く
ら
し
の
簡
素
化
」
や
「
省

資
源
・
ゴ
ミ
の
減
量
化
」
の
た
め

に
新
生
活
門
松
カ
ー
ド
を
頒
布
し

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
カ
ー
ド
は
、
昭
和
32
年
に

松
な
ど
の
保
護
の
た
め
に
始
ま
り
、

現
在
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙

を
利
用
し
た
門
松
カ
ー
ド
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
賛
同

と
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

○
見
本
（
平
成
21
年
用
）�

������

価
格
　
１
組
（
２
枚
）
50
円�

購
入
方
法
　
本
庁
市
民
安
全
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に

て
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
治

会
な
ど
、
各
種
団
体
で
ま
と
め
て

購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

※
在
庫
数
に
よ
り
即
日
受
け
渡
し

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

申
込
期
限
　
12
月
21
日
（
月
）�

問
　
市
民
安
全
課�

　
　
（
　
38-

３
１
１
１
）�

�

稲本相談委員（国見町）国見総合福祉センター�
12月７日（月）、１月４日（月） 9:00～12:00

　国の行政機関などの業務への苦情、相談や要望は
ありませんか。相談は無料です。�

行
政
相
談
日
程�城相談委員（瑞穂町）瑞穂町公民館�

12月７日（月）、１月４日（月） 9:00～12:00

荒木相談委員（吾妻町）吾妻老人憩の家�
12月２日（水）、１月６日（水）13:30～16:00

田尻相談委員（愛野町）愛野保健福祉センター�
12月18日（金）、１月15日（金）13:30～16:00

八尋相談委員（千々石町）千々石総合支所相談室�
12月８日（火）、１月12日（火）13:00～16:00

中村相談委員（小浜町）小浜総合支所２階第２会議室�
12月９日（水）、１月13日（水）13:00～16:00

茂相談委員（南串山町）南串山総合支所　別館第一会議室�
12月８日（火）、１月12日（火）13:00～15:00

日
程
や
時
間
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

詳
細
に
つ
い
て
は
各
総
合
支
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
を
〜�

　12月４日から10日までの「第61回人権週間」
にあわせ、雲仙市の人権擁護委員による特設
人権相談所を下記のとおり開設します。この
機会に、皆さまの悩みや心配ごとを相談して
みませんか。相談は無料で、秘密は固く守ら
れます。お気軽にご相談ください。�
【日時】12月10日（木）午前10時～午後3時�

悩みや心配ごとを相談してみませんか�
～特設人権相談所開設のお知らせ～�

市民窓口課　市民生活班（　38-3111）�問�

地　区� 開　設　場　所�
国　見�
瑞　穂�
吾　妻�
愛　野�
千々石�
小　浜�
南串山�

国見農村環境改善センター�
瑞穂町公民館�
吾妻町ふるさと会館�
愛野町公民館�
千々石保健センター�
小浜老人保健センター�
南串山保健福祉センター�

メールの指定受信・拒否設定
をしている場合、送信元ドメ
イン「shouhi.info」からの配
信を許可するよう設定してく
ださい。�
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観 光 情 報 �＊� ＊� ＊�№�30

石
原
和
幸
寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー�

世界一（？）長い「ちくわ」できました！�

第3回雲仙市産業まつり�

問�雲仙市産業まつり実行委員会（観光物産まちづくり推進課内）�
　38-3111

午前９時～午後３時３０分�

市内の特産品が一堂に大集結！�

《雨天決行》�会場：ＪＡ全農ながさき県南家畜市場（吾妻町）�

島原鉄道�
愛野駅�

会場へのアクセス�

県南�
家畜市場�

ＪＡ島原雲仙�
カントリー�
エレベーター�

愛野展望台�

諫早�

島原�

長崎�
小浜�グ

リ
ー
ン
ロ
ード
�

　11月15日のかまぼこの日にあわせ、郷土の名品にス
ポットを当てようと企画・開催された第１回雲仙かまぼ
こまつりは大盛況！�
　イベントの目玉は、なんと言っ
ても、11.15ｍの長～いちくわ。
来場したお客さんもびっくりの
ちくわが焼きあがると大歓声に
包まれました。そのほか、ちくわ
笛の演奏やちくわをストローに
見立てた牛乳早飲み競争、かま
ぼこの歌の披露など、大賑わい
の一日でした。�

　
雲
仙
市
緑
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
石
原

和
幸
さ
ん
の
寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー
が
11
月
５
日

に
愛
野
町
公
民
館
と
瑞
穂
町
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。�

　
次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

12
月
16
日
（
水
）
午

後
１
時
か
ら
小
浜
町

南
本
町
公
民
館
で
開

か
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
小
浜
駐

在
（
　
74-

５
５
０
１
）

ま
で
。�

瑞穂産カキ�
試食・販売�

雲仙牛�
試食・販売�

雲仙ブリ�
試食・販売�

肉じゃが・豚汁�
1000食限定無料配布�

イチゴ�
限定500箱販売�
1箱（4パック）1,500円�

○ガラポン抽選会　○ジャンケン大会�

物産販売�
いろいろあるよ�

お

楽し
み

大抽選会�
雲仙市産業まつり関係店でお買い
上げごとに、抽選券を差し上げます。�

豪華賞品がいっぱい� そのほか…�
　☆牛乳無料試飲�
　☆フリーマーケット�
　☆移動動物園�
　☆ふわふわ遊具�
　☆もちつき大会�
　☆もちまき�
　☆ヒオウギ貝釣り�
　　　　　　　　　など�

○　ながさき農林業大賞受賞者伝達式�

○　「吾魂」太鼓演奏�

○　「琉球國まつり太鼓」演奏�

○　Ｈａｒｕｎａ　ステージ�

○　千々石中学校「御神楽」�

○　“おゆっぴー”と遊ぼう�

○　自然児戦隊☆おぢか島んショー　など�

○　小浜中学校マーチング�

ステージイベント�

長崎出身のシンガーソングライター�

あ こん�

み　かぐら�

じま�

魚
の
つ
か
み
ど
り�

も
あ
る
よ�

当日、会場までシャトルバスを各町ごとに運行します。詳しくは、11月中旬に
各世帯配布したチラシ、または市ホームページをご覧ください。�
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ランドスケープアーティスト。
　平成18年から平成20年、世
界最古にして最も権威のある英
国チェルシーフラワーショーに
て3年連続ゴールドメダル受賞。
　平成20年10月、「雲仙市緑
のプロデューサー」に委嘱。
　平成22年春、自身の半生を描
いた映画「夢に吹く風」（脚本：
市川森一）が、雲仙市を舞台に
クランクインし、平成23年春公
開予定。

小浜マリンパーク「日本一長い足湯」愛称募集

雲仙に石原和幸氏の制作によるオブジェ「緑の風」が完成

　平成22年2月に小浜温泉街にある小浜マリンパークに日本一長
い足湯が完成します。105度の源泉温度にちなんだ長さ105mの
足湯は湯棚を使い冷却し流します。60mのウォーキング足湯や、
突起物で足の裏を刺激する健康歩道、ペット愛好家にもうれし
いペット足湯など、さまざまな足湯が楽しめます。
　この足湯の愛称を広く募集いたします。オープニングイベン
トで発表し、採用された人には豪華賞品をプレゼントします。
愛称・理由・住所・氏名・電話番号をご記入の上、郵送・ＦＡＸ・
メールのいずれかにて、1月15日(金)までにご応募ください。

　雲仙温泉街（栗原商店横・ホテル東洋館前）に「雲仙市緑のプロデュー
サー」である石原和幸氏の製作によるオブジェ「緑の風」が完成しました。
このオブジェは雲仙市の豊かな棚田と雲仙国立公園の象徴である自然との
融合をモチーフにした、素晴らしい作品となっています。

　恒例となった、橘
神社での大門松の建
立が今年も上記日程
で行われます。ぜひ
一度ご覧ください。

〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名７１４　観光物産まちづくり推進課「足湯愛称」係
　：0957-38-3111　ＦＡＸ：0957-38-3514　Ｅメール：suishin@city.unzen.nagasaki.jp応募先

石原和幸（いしはら・かずゆき）

場所・問い合わせ
　橘神社（千々石町）
　　37-2538

12/10（木）～10 1～ 月下旬1

橘神社大門松
12/23（水・祝）～1/23（土）

耳寄り
立ち寄り
情報

国 見 町
瑞 穂 町
吾 妻 町
愛 野 町
千々石町
小 浜 町
南串山町

：多比良港　有明フェリー乗り場
：瑞穂総合支所
：市役所　正面玄関前
：島原鉄道　愛野駅
：橘公園　釜蓋城
：小浜温泉街（ジャカランダ通り）
：ハマユリックスホール

　市内各所が無数のライトで彩られま
す。幻想的な雰囲気をお楽しみください。
【点灯時間】午後5時～10時

（完成イメージ図）

※点灯時間や場所は変更になる場合があります
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島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
た
め
に�

〜
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
５
つ
の
テ
ー
マ
と
ジ
オ
サ
イ
ト
の
種
類
〜�

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク�

温泉も火山からの恵み�

火山の恩みを受けた特産品（そうめん）�

湧水もジオサイトの一つ�

口之津層群と雲仙火山の不整合�

千々石断層�

ジ
オ
サ
イ
ト
と
は
？�

�

　
ジ
オ
サ
イ
ト
と
は
、
島
原

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
体
感
し
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
指
し
ま
す
。
ジ
オ
サ
イ
ト
は
、

種
類
や
目
的
に
よ
っ
て
以
下

の
５
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。�

�

○
景
色
（
地
形
）
を
観
察
す

る
場
所�

○
地
層
（
露
頭
）
を
観
察
す

る
場
所�

○
散
策
路
を
探
索
す
る
場
所�

○
遺
構
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、

博
物
館
な
ど
の
施
設�

○
お
い
し
い
食
べ
物
を
食
べ

る
場
所�

������

　
こ
れ
ら
の
見
方
、
体
験
の

仕
方
の
一
例
に
つ
い
て
、
今

後
５
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。�

�

問
い
合
わ
せ�

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク�

　
　
　
　
推
進
連
絡
協
議
会�

　
０
９
５
７-

65-

５
５
４
０�

　
私
た
ち
が
住
む
島
原
半
島
は
、

平
成
21
年
８
月
に
、
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

加
盟
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

島
原
半
島
が
「
世
界
の
ジ
オ

パ
ー
ク
」
と
し
て
、
世
界
中

か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

　
「
世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
な
っ
た
島
原
半
島
に
は
、

今
後
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
多
く
の
人
に
島
原

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
は
、

島
原
半
島
に
住
む
私
た
ち
が

そ
の
見
所
や
楽
し
み
方
を
知
り
、

そ
れ
を
島
原
半
島
を
訪
れ
た

お
客
様
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
れ
で
は
、

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ

ー
マ
や
見
所
に
は
一
体
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
ど
ん
な
楽
し
み
方
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？�

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の�

５
つ
の
テ
ー
マ�

　
島
原
半
島
に
は
、
古
く
は�

旧
石
器
時
代
か
ら
人
が
住
み
、

肥
沃
な
台
地
を
耕
し
、
豊
か

な
海
の
幸
や
山
の
幸
を
得
な

が
ら
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
半
島
の
中
心
に
は
、
国

内
有
数
の
活
火
山
で
あ
る
雲

仙
岳
が
そ
び
え
、
幾
度
と
な

く
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。
島
原
半
島
に
住
む
人
々

は
、
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
雲

仙
火
山
の
噴
火
と
共
存
し
、

自
然
か
ら
の
恵
み
を
生
活
の

中
に
生
か
し
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
島
原
半
島
は
、
「
人

と
火
山
が
共
存
」
す
る
ジ
オ

パ
ー
ク
で
す
。
そ
ん
な
「
島

原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
は
、

次
に
示
す
よ
う
な
５
つ
の
大

き
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。�

島
原
半
島
の
な
り
た
ち�

　
島
原
半
島
は
、
ど
の
よ
う

に
地
質
学
的
な
歴
史
で
形
成

さ
れ
た
の
か�

人
々
と
火
山
の
噴
火�

　
人
々
は
、
繰
り
返
し
起
こ

る
火
山
の
噴
火
に
ど
う
向
き

合
っ
て
き
た
の
か�

災
害
の
予
防�

　
火
山
災
害
を
減
ら
す
た
め
に
、

ど
ん
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か�

自
然
の
恵
み�

　
火
山
や
自
然
か
ら
の
恵
み

と
人
々
の
暮
ら
し�

歴
史
・
民
話�

　
島
原
半
島
に
伝
わ
る
歴
史
・

文
化
と
自
然
と
の
関
係�

　
こ
れ
ら
５
つ
の
テ
ー
マ
を
、

学
術
研
究
や
学
校
教
育
、
そ

し
て
観
光
に
活
用
し
、
島
原

半
島
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ

ー
ク
に
課
さ
れ
た
使
命
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
５
回
に
わ
た
り
、

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
各

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
そ
の
見

所
や
楽
し
み
方
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。�

�

�
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大浴場�
平成20年12月
改装�

１階露天風呂�
平成20年12月�

新設�

国民�
宿舎�

からのお知らせ�

大人� ２日間、限定１０組�

おかげさまで�

リフレッシュオープン�
１周年�

記�念�
特�割�

○期間限定�

特別コース�
土� 日�

の2日間�

小人�

幼児�

（お１人様、税込）�
市内の障害者および70歳以上の人�

入
館
料（
終
日
）�

宿
泊
料�

空港直行バス・乗合ジャンボタクシー運行�

長崎�
空港�

愛 野�
展望台�

雲仙温泉�
小浜温泉�
島原外港�

長崎�
空港�

愛 野�
展望台�

雲仙温泉�
小浜温泉�
島原外港�

バス� ジャンボ�
タクシー�

高速経由�

速い！　安い！� １日６便運行�
事前予約制�
出発前日の午後５時３０分まで�

【問い合わせ】観光物産まちづくり推進課（　38-3111）�

空席がある場合は、乗車可能�

予
約�

島原半島地域と長崎空港のアクセスを改善するため、11月20日から直行便を運行しています。�
運行期間�11/20～3/19

時
刻
表�

（
11
月
〜
１
月
）�

１，６００円（空港～雲仙・小浜）�１，７００円（空港～島原外港）�料　金�

小浜�
雲仙�
島原�

7:35�
7:20�
7:05

7:55

9:15

12:00

13:30

14:25

17:15

8:00 8:45

9:20 10:05

12:05 12:50

13:35 14:20

14:30 15:15

17:20 18:05

小浜�
雲仙�
島原�

8:55�
8:40�
8:25

小浜�
雲仙�
島原�

11:40�
11:25�
11:10

小浜�
雲仙�
島原�

13:10�
12:55�
12:40

小浜�
雲仙�
島原�

14:05�
13:50�
13:35

小浜�
雲仙�
島原�

16:55�
16:40�
16:25

１便�

２便�

３便�

４便�

５便�

６便�

１便�

２便�

３便�

４便�

５便�

６便�

小浜�
雲仙�
島原�

10:15�
10:30�
10:45

小浜�
雲仙�
島原�

12:00�
12:15�
12:30

小浜�
雲仙�
島原�

14:35�
14:50�
15:05

小浜�
雲仙�
島原�

15:50�
16:05�
16:20

小浜�
雲仙�
島原�

16:55�
17:10�
17:25

小浜�
雲仙�
島原�

19:35�
19:50�
20:05

→愛野展望台→�

9:50

11:35

14:10

15:25

16:30

19:10

9:55

11:40

14:15

15:30

16:35

19:15

→愛野展望台→�長崎空港�

9:05

10:50

13:25

14:40

15:45

18:25

長崎空港�
島原半島発� 長崎空港発�
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
て

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
３０
回

移
動
市
長
室

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
新
型
」）
は
、
４
月
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
発
生
し
、
世

界
中
に
感
染
拡
大
し
、
国
内
で
は
５
月
か
ら
、
市
内
で
は
８
月
か
ら
保
育
園
や
学
校
を
中
心
と
し
て
集
団
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
新
型
は
多
く
の
人
が
免
疫
を
持
た
な
い
た
め
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
季
節
性
」）
よ
り

も
流
行
規
模
が
大
き
く
、
感
染
者
数
も
多
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
番
の
特
徴
が
、
１０
代
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に

感
染
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
冬
本
番
と
な
り
、
季
節
性
の
流
行
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

１０
月
１４
日
に
千
々
石
庁
舎
で
開
か
れ
た
移
動
市
長
室
。
今
回
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

や
今
回
の
新
型
に
関
係
す
る
皆
さ
ま
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
の
意
見
交
換
さ
れ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

【
市
の
対
策
は
】

▼
事
務
局

市
で
は
、
９
月
補
正
予

算
に
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
へ
の
新

型
対
策
と
し
て
５
８
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
マ
ス
ク
・

防
護
服
・
保
存
食
・
消
毒
液
・
体
温

計
な
ど
の
ほ
か
、
予
防
接
種
委
託
料

と
し
て
３
９
０
０
万
円
で
す
。

季
節
性
の
対
策
と
し
て
は
、
年
度

当
初
予
算
か
ら
乳
幼
児
対
策
に
５
０

０
万
円
、
高
齢
者
対
策
に
３
０
０
０

万
円
の
予
防
接
種
の
予
算
を
確
保
し

て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
、
広
報
１０

月
号
参
照
）

新
型
へ
の
取
り
組
み
は
昨
年
度
か

ら
始
め
て
お
り
、
発
生
に
備
え
た
相

談
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
広
報
紙
に

よ
る
お
知
ら
せ
、
今
年
度
は
、「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
」
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

新
型
の
社
会
的
影
響
を
考
え
た
場
合
、

市
で
は
こ
れ
を
「
健
康
災
害
」
と
位

置
づ
け
、
行
動
計
画
を
よ
り
実
践
に

即
し
た
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
も
作

成
し
、
全
職
員
体
制
の
整
備
や
研
修
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

皆
さ
ま
へ
の
周
知
と
し
て
は
、
広
報

紙
連
載
の
ほ
か
地
区
組
織
へ
の
説
明
、

自
治
会
長
会
議
な
ど
で
も
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
行
動
計
画
」
は
、
現
在
流

行
し
て
い
る
Ｈ
１
Ｎ
１
型
よ
り
も
は

る
か
に
危
険
性
が
高
い
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
１
型
を
想

定
し
た
内
容
で
作
っ
て
い
ま
す
。
エ

ジ
プ
ト
で
は
９
月
に
も
２
例
発
症
し
、

総
数
８７
例
の
う
ち
２７
例
が
死
亡
。
世

界
全
体
で
の
死
亡
率
は
６０
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
世
界
中
で

は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

現
実
に
発
症
し
て
お
り
、
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
の
感
染
の
危
険
性
が
急
速
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
学
校
現
場
で
は
】

▼
花
丸

消
毒
液
を
ボ
ト
ル
で
頂
い

て
い
る
け
ど
、
学
校
で
は
小
分
け
す

る
ポ
ン
プ
が
無
く
て
、
配
置
し
て
な

い
ら
し
い
で
す
。
全
校
的
に
も
足
り

な
く
て
、
予
算
も
無
く
て
買
え
な
い

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
配

布
し
た
意
味
が
無
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

▼
健
康
づ
く
り
課

新
型
が
は
や
っ

て
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下

「
イ
ン
フ
ル
」）
対
策
用
品
の
い
ろ

ん
な
物
が
品
薄
に
な
り
、
霧
状
に
す

る
ポ
ン
プ
も
品
薄
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
と
最
低
数
が
揃
い
ま
し
た
の
で

教
育
委
員
会
な
ど
に
配
布
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

▼
黒
岩

学
校
に
は
、
ポ
ン
プ
が
１

校
に
つ
き
２
本
し
か
配
付
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
ボ
ト
ル
は
、
学
級
数
×
７

本
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
霧
状
に
で

る
ポ
ン
プ
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い

こ
と
は
説
明
を
し
て
お
り
ま
す
。
各

学
校
の
別
予
算
で
購
入
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
花
丸

市
内
各
校
の
イ
ン
フ
ル
の

発
生
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以

下
「
Ｈ
Ｐ
」）
や
学
校
通
信
で
知
ら

せ
て
あ
り
ま
す
か
。

▼
黒
岩

学
校
に
は
、
毎
週
、
学
校

別
の
発
症
数
を
報
告
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
だ
よ
り
な
ど
、
各
家
庭
へ
の
お

知
ら
せ
に
つ
い
て
は
学
校
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
健
康
づ
く
り
課

市
の
Ｈ
Ｐ
で
は

新
型
の
集
団
発
生
の
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

▼
市
長

校
長
先
生
の
判
断
に
よ
っ

て
は
、
各
学
校
の
情
報
開
示
が
違
う

わ
け
で
す
か
。

▼
黒
岩

や
は
り
、
自
分
の
学
校
の

情
報
が
中
心
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

▼
市
長

保
護
者
に
し
た
ら
、
自
分

の
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
よ
そ
の
こ

と
も
知
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
各
家
庭
に

出
さ
な
く
て
も
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
各
学

校
の
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

▼
藤
崎

Ｈ
Ｐ
で
学
校
ご
と
の
感
染

者
数
を
載
せ
る
の
は
何
か
問
題
が
あ

る
ん
で
す
か
。

▼
黒
岩

発
症
当
初
に
は
、
感
染
者

は
誰
だ
、
と
い
う
よ
う
な
風
潮
が

あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

▼
花
丸

学
級
閉
鎖
の
基
準
は
ど
ん

な
も
の
で
す
か
。

▼
黒
岩

県
が
示
す
の
は
、
患
者
発
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生
が
、
学
級
の
在
籍
者
数
の
１５
％
程

度
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

各
都
道
府
県
や
市
に
よ
っ
て
も
違
い

ま
す
。
雲
仙
市
の
場
合
も
１５
％
程
度

で
す
が
、
諸
事
情
を
考
え
最
終
的
に

は
校
長
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

▼
早
�

愛
野
小
は
明
日
か
ら
修
学

旅
行
で
す
が
、
そ
う
い
う
大
き
な
行

事
が
あ
る
時
は
心
配
で
す
ね
。

▼
寺
田

市
や
学
校
は
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
一
般
常
識

に
な
っ
て
る
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
学
校

と
家
庭
と
の
連
携
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
学
校

任
せ
だ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
も
新
型

が
流
行
し
た
と
き
の
動
き
方
に
つ
い

て
、
学
校
と
対
応
策
が
勉
強
で
き
る

機
会
も
持
て
る
よ
う
提
案
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
教
え
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。（
小
浜
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

１０
月
３０
日
に
新
型
講
習
会
を
実
施

済
）

【
予
防
接
種
の
こ
と
が
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
】

▼
花
丸

予
防
接
種
の
順
番
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
職
業
と
し
て
、

教
師
も
早
め
に
で
き
な
い
ん
で
す
か
。

▼
藤
崎

予
防
接
種
の
優
先
順
位
っ

て
分
か
り
に
く
い
の
で
、
例
え
ば
、

何
日
は
○
○
町
、
何
日
は
○
○
町
っ

て
い
う
ふ
う
に
決
め
ら
れ
る
予
定
と

か
な
い
ん
で
す
か
。

▼
健
康
づ
く
り
課

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
県
が
決
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
で
き
る
限
り
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
今
月
号
の
広
報
紙
１３
ペ
ー

ジ
参
照
）

▼
花
丸

冗
談
話
で
も
な
い
ん
で
す

け
ど
、
受
験
生
の
場
合
、「
今
予
防

す
る
よ
り
早
く
か
か
っ
て
来
い
」
っ

て
話
も
あ
り
ま
す
。

▼
藤
崎

予
防
接
種
に
新
型
と
季
節

性
と
あ
り
ま
す
が
、
幼
児
が
季
節
性

を
接
種
し
た
後
に
新
型
を
接
種
し
た

い
場
合
、
期
間
を
空
け
る
の
か
、
そ

れ
と
も
別
ワ
ク
チ
ン
だ
か
ら
同
時
に

受
け
て
も
い
い
ん
で
す
か
。

▼
健
康
づ
く
り
課

基
本
的
に
１
週

間
か
ら
４
週
間
は
空
け
ま
す
。

▼
江
崎

毎
年
イ
ン
フ
ル
の
予
防
接

種
を
受
け
に
子
ど
も
と
行
く
ん
で
す

が
、
接
種
場
所
を
病
院
だ
け
で
な
く
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
健
康
な
人

が
集
ま
れ
て
接
種
で
き
る
場
所
を
確

保
し
て
頂
け
な
い
か
考
え
て
も
ら
い

た
い
。
イ
ン
フ
ル
が
は
や
っ
て
い
る

と
き
に
、
病
院
に
い
く
の
は
遠
慮
し

た
い
と
い
う
感
じ
で
す
。
実
際
、
う

つ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
。

▼
前
田

季
節
性
の
予
防
接
種
っ
て

乳
幼
児
と
高
齢
者
以
外
の
人
は
ど
ん

な
対
応
に
な
る
ん
で
す
か
。

▼
健
康
づ
く
り
課

任
意
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
た

ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

【
効
果
的
な
周
知
方
法
は
】

▼
佐
藤

病
院
で
も
患
者
さ
ん
に
イ

ン
フ
ル
が
う
つ
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
、
個
別
の
指
導
は
難
し
い
の
で

掲
示
物
を
中
心
に
し
て
予
防
法
は
マ

ス
ク
の
着
用
を
必
ず
促
し
て
ま
す
。

▼
前
田

９
月
２７
日
の
講
習
会
の
寸

劇
と
か
、
実
際
の
家
庭
を
想
像
で
き

る
内
容
で
す
ご
く
分
か
り
や
す
か
っ

た
ん
で
す
。
イ
ン
フ
ル
対
策
を
知
り

た
い
け
ど
講
習
会
に
行
け
な
か
っ
た

と
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が

無
い
高
齢
者
も
多
い
と
思
う
の
で
、

そ
ん
な
人
た
ち
に
も
対
策
を
知
ら
せ

る
機
会
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

イ
ベ
ン
ト
と
か
人
が
集
ま
る
機
会
に

ち
ょ
っ
と
、「
対
策
し
ま
し
ょ
う
」っ

て
声
か
け
を
す
る
だ
け
で
も
効
果
が

あ
る
の
で
は
。
最
近
は
ス
ー
パ
ー
の

入
口
に
も
消
毒
液
が
置
い
て
あ
る
よ

う
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
周
知
で

き
る
の
か
な
っ
て
思
っ
た
り
し
ま
す
。

▼
市
長

広
報
う
ん
ぜ
ん
に
は
情
報

が
満
載
さ
れ
て
い
て
、
各
戸
に
ほ
ぼ

配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
基
本
的
に

は
こ
れ
を
情
報
源
に
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
に

も
字
が
小
さ
い
、
重
要
な
と
こ
だ
け

抽
出
で
き
な
い
か
な
と
は
思
う
ん
で

す
。

▼
寺
田

補
正
予
算
を
５
８
０
０
万

円
と
っ
た
よ
、
と
い
う
雲
仙
市
独
自

の
早
い
対
応
も
具
体
的
に
市
民
に
も

知
ら
せ
た
ら
い
い
の
に
。

【
も
し
、
か
か
っ
た
ら
】

▼
藤
崎

予
防
策
は
、
広
報
紙
で
分

か
る
ん
で
す
け
ど
、
実
際
に
子
ど
も

が
感
染
し
た
時
の
市
の
対
策
が
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
共
働
き
の
家
で
は
、

休
み
を
と
れ
な
い
お
母
さ
ん
が
結
構

い
る
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
、

と
い
う
話
を
す
る
ん
で
す
。
市
で
病

児
保
育
な
ど
の
対
策
を
立
て
て
も
い

い
の
か
な
思
い
ま
す
。

▼
金
子
副
市
長

市
の
商
工
労
政
課

に
は
各
企
業
に
、
そ
ん
な
場
合
に
休

み
を
認
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

の
指
示
を
し
て
い
ま
す
。
新
型
が
初

め
て
の
こ
と
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

対
策
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
な
い
の

も
あ
り
ま
す
。

▼
市
長

共
働
き
の
場
合
、
や
は
り

女
性
に
負
担
が
く
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
の
で
、
な
ん
と
か
対
応
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
藤
崎

雇
用
形
態
が
パ
ー
ト
な
ど

不
安
定
な
人
が
女
性
に
は
多
い
の
で
、

保
育
園
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
「
イ
ン

フ
ル
切
り
」
っ
て
い
う
解
雇
が
出
て

く
る
か
も
、
と
い
う
話
を
し
て
い
ま

し
た
。

前田奈々美さん
新型講習会への参加者

江崎しおりさん
２人の小学生を持つ保護者

寺田 久和さん
中学校ＰＴＡ会長。消防署
勤務

花丸美代子さん
中学３年生の受験生を持つ
保護者
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▼
金
子
副
市
長

イ
ン
フ
ル
の
場
合
、

実
際
は
、
福
祉
施
設
よ
り
も
病
院
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
の
病
気

の
時
で
、
仕
事
は
休
め
な
い
け
ど
子

ど
も
の
看
護
が
必
要
っ
て
言
う
時
に
、

市
と
し
て
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
も
対
応
で
き
な
い
か
と
か
、

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▼
寺
田

大
き
な
事
業
所
で
は
新
型

に
対
す
る
周
知
が
結
構
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
当
然
、

救
急
隊
は
感
染
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

出
動
し
ま
す
。
マ
ス
ク
と
手
袋
は
着

用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
救
急
法

の
指
導
に
行
く
時
で
も
、「
も
ら
わ

な
い
、
う
つ
さ
な
い
」
よ
う
に
注
意

し
ま
す
。

▼
前
田

先
日
の
講
習
会
で
、「
熱

が
出
た
、
す
ぐ
受
診
」
じ
ゃ
な
く
て
、

イ
ン
フ
ル
の
判
定
は
２４
時
間
以
上
経

た
な
い
と
分
か
ら
な
い
、
し
か
し
薬

の
タ
ミ
フ
ル
は
４８
時
間
経
過
す
る
と

効
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、

知
識
と
し
て
す
ご
く
確
認
で
き
ま
し

た
。

▼
健
康
づ
く
り
課

イ
ン
フ
ル
の
場

合
、
受
診
が
あ
ま
り
早
す
ぎ
て
も
遅

す
ぎ
て
も
だ
め
な
ん
で
す
ね
。

▼
藤
崎

タ
ミ
フ
ル
は
妊
婦
さ
ん
に

も
投
与
可
能
な
ん
で
す
か
？

▼
佐
藤

一
応
、
妊
婦
さ
ん
で
も
重

症
例
の
人
で
も
い
い
で
す
。

▼
市
長

例
え
ば
雇
用
が
不
安
定
な

人
と
か
に
、
予
防
接
種
の
補
助
を
し

て
ま
す
、
っ
て
言
っ
て
も
受
け
に
く

い
し
、
も
し
発
症
し
た
場
合
、
市
と

し
て
救
済
で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て

る
ん
で
す
。

【
マ
ス
ク
は
効
果
的
】

▼
寺
田

補
正
予
算
の
内
訳
で
マ
ス

ク
と
な
っ
て
ま
す
が
、
学
校
に
配
布

さ
れ
た
マ
ス
ク
の
数
が
児
童
生
徒
数

に
足
り
な
い
ん
で
す
が
。

▼
健
康
づ
く
り
課

学
校
に
は
緊
急

用
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
黒
岩

緊
急
用
で
あ
る
こ
と
は
校

長
会
研
修
会
な
ど
で
も
説
明
し
て
い

ま
す
。
実
際
、
緊
急
用
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

▼
事
務
局

店
で
売
っ
て
あ
る
マ
ス

ク
に
は
高
い
の
も
あ
り
ま
す
。
い
く

ら
ぐ
ら
い
の
も
の
を
使
っ
た
ら
い
い

ん
で
す
か
。

▼
健
康
づ
く
り
課

大
体
１
枚
１０
円

ぐ
ら
い
の
不
織
布
の
も
の
を
薦
め
て

い
ま
す
。

▼
市
長

市
で
は
、
各
家
庭
に
、
一

人
２０
枚
の
マ
ス
ク
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
、
っ
て
知
ら
せ
て
あ
る
ん
で

す
ね
。

▼
花
丸

兄
弟
の
う
ち
の
一
人
が
イ

ン
フ
ル
に
な
っ
て
も
、
も
う
一
人
は

元
気
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
時
は
登

校
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
。

▼
黒
岩

で
き
る
だ
け
休
ま
せ
た
方

が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
保

護
者
の
仕
事
や
授
業
時
数
に
も
影
響

が
出
て
く
る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、

雲
仙
市
で
は
「
元
気
な
子
ど
も
は
、

基
本
的
に
登
校
さ
せ
る
」
よ
う
通
知

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
感
染
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
必
ず
マ
ス
ク

を
つ
け
て
登
校
さ
せ
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
か
か
っ
て
る
（
か
も

し
れ
な
い
）
人
が
つ
け
な
い
と
、
周

り
が
い
く
ら
マ
ス
ク
を
し
て
も
効
果

は
薄
く
な
り
ま
す
か
ら
。

▼
健
康
づ
く
り
課

も
し
か
か
っ
た

人
は
、
マ
ス
ク
と
手
洗
い
を
き
ち
ん

と
し
て
、
別
室
で
あ
ま
り
接
触
し
な

い
よ
う
に
さ
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。

▼
寺
田

マ
ス
ク
は
、
飛
ま
つ
感
染

の
場
合
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。
学
校

内
の
予
防
も
マ
ス
ク
で
い
い
ん
で
す

が
、
た
だ
学
校
外
で
不
特
定
多
数
の

人
と
接
触
す
る
時
に
、
や
は
り
マ
ス

ク
を
つ
け
る
事
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

▼
藤
崎

情
報
ツ
ー
ル
や
移
動
手
段

の
あ
る
若
い
人
は
予
防
対
策
を
と
り

や
す
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
マ
ス
ク

を
入
手
し
に
く
い
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
は
、
自
治
会
ご
と
の
販
売
と

か
配
布
と
か
い
う
方
法
が
あ
っ
て
も

い
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

▼
市
長

講
習
会
で
、
独
居
老
人
の

人
が
も
し
感
染
し
た
時
ど
う
す
る

か
っ
て
い
う
話
が
あ
っ
て
ま
し
た
よ

ね
。

▼
前
田

独
居
老
人
の
人
は
、
外
に

出
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
、
結
局
は

外
か
ら
来
る
人
の
予
防
が
重
要
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

▼
市
長

新
型
が
発
生
し
た
当
初
は
、

毒
性
の
強
い
イ
ン
フ
ル
じ
ゃ
な
い
か

と
心
配
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
状

況
が
分
か
っ
て
き
て
、
季
節
性
と
新

型
に
対
す
る
今
の
認
識
っ
て
い
う
の

は
ど
ん
な
ふ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

▼
藤
崎

新
型
で
は
、
や
っ
ぱ
り
幼

児
が
亡
く
な
っ
て
ま
す
か
ら
、
毒
性

は
弱
い
と
い
え
、
子
ど
も
を
持
つ
身

と
し
て
は
相
当
怖
い
で
す
。
ま
ず
は

予
防
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
流

行
が
現
実
と
な
っ
て
い
る
以
上
は
、

仕
事
も
あ
り
ま
す
か
ら
不
安
で
す
ね
。

【
終
わ
り
に
】

▼
市
長

こ
の
イ
ン
フ
ル
が
猛
威
を

振
る
う
と
、
非
常
に
皆
さ
ん
の
生
活

や
あ
ら
ゆ
る
面
で
影
響
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
こ
の
危
険
性
を
回
避
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今

回
の
新
型
へ
の
対
策
と
そ
の
経
験
、

そ
し
て
改
善
策
が
将
来
の
感
染
症
対

策
に
必
ず
生
か
さ
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
と
関
係
機
関
、
市
役
所
が
連

携
し
て
対
策
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
今
後
と
も
、
一
生
懸
命
市
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
文
中
敬
称
略
）

早� 史洋さん
愛野小学校教頭

黒岩 洋史さん
教育委員会 学校教育課

佐藤 香奈さん
看護師



新型インフルエンザ�

ワクチン接種が始まりました�
新型インフルエンザ�

ワクチン接種が始まりました�
○ワクチン接種は、発症、重症化、死亡の防止に一定の効果が期待されています。�
※接種したからといって、かからないわけではありません。接種後腫れたり、発熱の症状が出るなど、まれに重篤な
症状を引き起こすことがあります。この点をご理解の上、個人の判断により接種を受けてください。�

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

⑨�

⑩�

3,600円�

１回目� ２回目�

3,600円�

3,600円�

2,550円※４�

3,600円�

●ワクチン接種の回数と費用について�

無料※３�

無料※３�

無料※３�

10月19日～�―� ―�

優先的に接種を�
受けられる人�

ワクチン接種の受け方� 接種時必要な物� 接種費用�
接種時期�
の目安�

11月9日～�

11月16日～�

12月上旬�

11月16日～�

1月上旬�

1月中旬�

インフルエンザを治療する
医療従事者と死亡や重症
化のリスクの高い人たちが
優先接種対象者となってい
ます。�

内科、小児科、産婦人科な
どで受けられます。基本的に
は、予約が必要になります。�
詳しくは、医療機関にお問
合せ下さい。�

基本的には、かかりつけ医で
接種を受けます。かかりつけ
の医療機関で接種できない
ときには、「優先接種対象者
証明書」を発行してもらい、
ワクチン接種が可能な医療
機関で接種を受けます。か
かりつけ医に相談しましょう。�

接種可能な医療機関で接
種する。�

インフルエンザ患者の
診療に従事する医療従
事者（救急隊員を含む）�
基礎疾患のある１歳～
小学校３年生に相当す
る年齢の小児�

基礎疾患のある小学４
年生～中学３年生に相
当する年齢の小児�

基礎疾患のある人のう
ち最優先とされる人�

基礎疾患のある人で、
④、⑤以外の人�

１歳未満児などの保護
者※１�

１歳～小学３年生に相
当する年齢の小児�

小学４～６年生、�
中学生�

高校生、�
高齢者（65歳以上）※１�

妊婦※１�

対象者ごとに必
要な書類が異な
ります。�

母子健康手帳�

母子健康保険
手帳または被保
険者証�

母子健康保険
手帳と被保険者
証�

母子健康保険
手帳と被保険者
証�

被保険者証また
は運転免許証な
ど�

被保険者証また
は運転免許証な
ど�

被保険者証また
は運転免許証な
ど�

接種回数
などにより
接種開始
時 期は流
動的です。�

健康成人、妊婦および高齢者は、『１回接種』とします。�
優先接種対象者のうち、生活保護世帯と市民税非課税世帯は、１回目・２回目とも接種費用は無料です。�
（ただし、接種時に市民税非課税世帯証明書または生活保護受給者確認書が必要です。市役所または
福祉事務所、各総合支所で交付を受けてください）�
接種時点で満１歳～中学３年生と１歳未満の保護者は、市の助成により１回目の接種費用（3,600円）が
無料となります。�
２回目の接種を１回目と異なる医療機関で受けた場合は、接種費用が3,600円となります。�

※１�
※２�
�
�
※３�
�
※４�

課税世帯※２�

健康づくり課（　38-3111）�問�

13 平成21年12月�
●広報うんぜん�
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雲仙市行政改革推進委員会

行政改革の推進を図ります

市の行政改革の推進を図る「雲仙市行政改革推進委員
会」（森下晃英会長）が、１０月２０日に開かれました。
これは、同委員会の答申に基づき市で策定された「雲

仙市行政改革大綱」に関して調査や審議を行うもので、
今回は市がこの大綱に基づき行っている取り組みの中か
ら、「女性委員の積極的登用（男女共同参画の推進）」、「平
成２０年度集中改革プランの進捗状況」の２項目について
市から報告。委員会から、今後もこの大綱に基づき行政
改革を推進するよう提言が行われました。
また、平成１９年度～平成２２年度を実施期間とする現在

の集中改革プランの取組むべき課題の見直しについても
協議。今後も市では、より効率的・効果的な行政運営と
財政健全化を目指していきます。

秋
の
叙
勲

伊
澤
道
秀
さ
ん
、
城
代
義
洲
さ
ん
受
章

秋の叙勲が発表され、市から２人が選ばれ
ました。おめでとうございます。

旭日双光章

島原半島地区青年農業者連絡協議会 意見発表会

雲仙市の青年農業者 大活躍！

１０月２２日、深江ふるさと伝承館（南島原市）で行われ
た島原半島地区青年農業者連絡協議会意見発表大会に、
雲仙市から８人（半島内１８人）の青年農業者が出場。全
入賞６人中４人が雲仙市から優秀賞に選ばれました。
優秀賞を受賞した皆さんは、２月に行われる県大会で

半島代表として発表を行います。
《優秀賞受賞者》
●山本 祐希 （国見町青年農業者連絡協議会）
●峯 吉彦 （吾妻町青年農業者連絡協議会）
●永野 史晃 （愛の町農友会）
●平野 陽介 （千々石町農業研究会）

九
州
沖
縄
地
区
青
年
農
業
者
会
議

優
秀
賞
に
宮
田
さ
ん

全
国
大
会
へ

平成２１年度九州沖縄地区青年農業者会議が、
１０月１４日～１５日に福岡市で行われました。
実績発表の部で長崎県代表として出場した

小浜町農村青年振興会の宮田和晃さんは、最
優秀賞こそ逃したものの見事優秀賞に選ばれ、
３月に行われる全国大会に九州沖縄代表とし
て出場し、発表を行います。
全国大会での一層の活躍が期待されます。

うんぜんニュース

会議の様子

城代 義洲さん（千々石町）

伊澤 道秀さん（小浜町）

（元千々石町消防団副団長）

（元小浜町教育委員長）

瑞宝単光章

優秀賞を受賞した皆さん
（左から山本さん、永野さん、平野さん。一番右は峯さん）

大きなスクリーンを使って発表しました



応援
団を募集しています
ふるさと雲仙市の
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１０月中に寄付をいただいた皆さま（承諾していただいた項目のみ掲載）

これまでの合計 （１０月末現在）

●ホットなニュースと市からのお知らせ

ふるさと納税

たくさんのご寄付 ありがとうございます

「雲仙市を応援したい」「雲仙市のために
何かしたい」という想いを、ふるさと納税（寄
付金）という形でお寄せいただいています。
このような想いを持たれた市外在住のご子

息、ご令嬢、兄弟、姉妹、親族、友人、知人
をご紹介ください。

３１件

１，２９３，０００円

件 数

金 額

問い合わせ・申し込み

政策企画課 企画調整班（担当：馬場）
�３８‐３１１１ FAX３８‐３５１４
ホームページ http://www.city.unzen.nagasaki.jp

雲
仙
市
入
札
監
視
委
員
会

５
件
に
つ
い
て
審
査

１０月２７日、平成２１年度第２回雲仙市入札監
視委員会（城谷公威委員長）が、雲仙市役所
で開かれました。
前回の委員会で指示され聴取した工事費の

積算根拠となる「工事費内訳書」の調査状況
や指名停止の報告と４月から８月までに行っ
た入札１２１件のうち各委員が抽出した５件に
ついて審査が行われ、そのうち１件の工事に
ついて全入札参加者に「工事費内訳書」を求
めるよう指示がありました。
次回の委員会は２月。９月から１２月までの

入札に関する質疑が行われる予定です。
（詳しくは、市ホームページをご覧くださ
い。）

新
規
就
農
者
と
親
の
研
修
会

新
規
就
農

み
ん
な
応
援
し
て
い
ま
す

１０月３０日、愛野町公民館で市と雲仙市担い
手育成総合支援協議会の共催で、平成２１年度
新規就農者と親の研修会が行われました。今
回は農繁期と重なったため、今年度新たに就
農した１７人のうち６人と２人の親のみの参加。
就農激励書の交付を受けた後、家族経営協定
や補助事業・資金融資などの研修に加え、青
年農業者の実績発表の受講、現地視察などを
行いました。
繁忙期のなかでの研修でしたが、知識の習

得のみでなく、農業士や認定農業者、青年農
業者の皆さんとの交流や意見交換を行うこと
ができ、有意義な研修となりました。

金 額

―

出身町

瑞穂町

住 所

東京都

氏名（敬称略）

下村 弘

入札監視委員会の様子

■寄付金の使いみち
次の事業の財源として使わせていただきます。
�みんなでつくるまちづくりに関する事業
�快適で住みよい暮らしづくりに関する事業
�笑顔いっぱいの健康と福祉づくりに関する事業
�力強い産業と仕事づくりに関する事業
�新しい観光・交流による活力づくりに関する事業
�明日を担う人づくりと誇りあるふるさとづくりに関する事業
�その他目的達成のために市長が必要と認める事業

農業に取り組む思いを新たにしました
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「
な
る
ほ
ど
！�

　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
教
室�

　
　
　
　
　
　
　
南
串
山
会
場�

　
「
運
動
っ
て
必
要
だ
と
思
う

け
ど
、
な
か
な
か
続
か
な
い
…
」

「
仲
間
を
作
っ
て
、
楽
し
く
歩

き
た
い
…
」
そ
ん
な
あ
な
た
の

た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。�

対
象
　
70
歳
未
満
で
、
運
動
し

た
い
人
、
今
後
運
動
を
続
け
た

い
人�

内
容
　
健
康
づ
く
り
・
体
力
ア
ッ

プ
に
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作

成
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど�

日
程
　
全
５
回�

①
１
月
８
日
（
金
）�

②
１
月
13
日
（
水
）�

③
１
月
20
日
（
水
）�

④
１
月
26
日
（
火
）�

⑤
２
月
３
日
（
水
）�

時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分�

会
場
　
南
串
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー�

受
講
料
　
無
料�

持
参
す
る
も
の
　�

タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
お
茶
・
水
）
、

運
動
靴
（
な
い
場
合
は
、
歩
き

や
す
い
靴
）�

申
込
期
限
　
12
月
25
日
（
金
）�

問
い
合
わ
せ�

健
康
づ
く
り
課
　
健
康
推
進
班�

　
38-

３
１
１
１�

フ
ッ
化
物
塗
布
助
成
券
を�

利
用
し
て
い
ま
す
か
？�

　
長
崎
県
は
、
全
国
で
も
む
し

歯
の
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
雲
仙
市
は
、

子
ど
も
の
む
し
歯
が
多
い
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
左
の
グ
ラ

フ
よ
り
、
１
歳
６
カ
月
児
健
診

と
３
歳
児
健
診
を
比
べ
る
と
、

む
し
歯
に
か
か
っ
て
い
る
子
ど

も
の
割
合
も
１
人
あ
た
り
の
む

し
歯
の
本
数
も
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。�

���������������������

　
そ
こ
で
、
少
し
で
も
子
ど
も

の
む
し
歯
の
発
生
を
抑
え
る
た

め
に
、
指
定
歯
科
医
院
（
下
の

「
歯
周
病
検
診
の
お
知
ら
せ
」

参
照
）
で
の
フ
ッ
化
物
塗
布
お

よ
び
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
化

物
に
は
、
「
酸
に
溶
け
に
く
い

丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
」
「
む
し

歯
の
原
因
菌
の
働
き
を
抑
え
る
」

な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
歯
み

が
き
に
加
え
て
フ
ッ
化
物
塗
布

を
行
う
こ
と
で
、
大
切
な
歯
を

む
し
歯
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。�

対
象�

平
成
17
年
８
月
１
日
か
ら�

平
成
20
年
７
月
31
日
生
ま
れ
の

子
ど
も�

※
対
象
と
な
る
子
ど
も
に
は
、

７
月
ま
で
に
フ
ッ
化
物
塗
布

助
成
券
を
渡
し
て
い
ま
す�

内
容�

指
定
歯
科
医
院
で
の
フ
ッ
化
物

塗
布
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導�

有
効
期
限�

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
（
た

だ
し
、
年
度
内
２
回
ま
で
）�

個
人
負
担�

１
回
５
０
０
円
（
歯
科
医
院
で

お
支
払
く
だ
さ
い
）�

問
い
合
わ
せ�

子
ど
も
支
援
課�

　
36-

２
５
０
０�

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で�

お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う�

〜
歯
周
病
検
診
の
お
知
ら
せ�

　
歯
周
病
を
放
置
し
て
い
る
と
、

歯
周
病
の
細
菌
が
血
管
内
に
入

り
込
み
、
心
臓
病
や
糖
尿
病
を

悪
化
さ
せ
る
な
ど
、
大
変
な
病

気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
成
人
の
約
８
割
の
人
が
歯
周

病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
歯
周
病
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。�

対
象�

20
歳
以
上
（
平
成
22
年
３
月
31

日
現
在
）
の
人�

受
診
方
法
　�

各
自
で
直
接
、
医
療
機
関
（
左

の
表
を
参
照
）
に
申
し
込
み
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

実
施
期
間�

12
月
25
日
（
金
）
ま
で�

自
己
負
担
金�

５
０
０
円
（
検
診
料
の
１
割
）�

※
70
歳
以
上
、
生
活
保
護
の
人

は
無
料
（
た
だ
し
、
生
活
保

護
の
人
は
、
各
総
合
支
所
、

福
祉
事
務
所
、
健
康
づ
く
り

課
が
発
行
す
る
確
認
書
を
受

診
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）�

持
参
す
る
も
の
　�

健
康
保
険
証
、
自
己
負
担
金�

�

問
い
合
わ
せ�

健
康
づ
く
り
課
　
健
康
推
進
班�

　
38-

３
１
１
１�

0

10

20

30

40

50

１歳６カ月�
健診�

２歳児�
歯科健診�

３歳児�
健診�

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

１歳６カ月�
健診�

２歳児�
歯科健診�

３歳児�
健診�

むし歯にかかっている子の割合�
（平成20年度　雲仙市）�

１人あたりのむし歯本数�
（平成20年度　雲仙市）�

47.082.18

0.670.21

22.31

6.68

３歳児では、約半
数の子どもがむ
し歯を持っている
という状況�

１人あたりのむし
歯の数が、１歳６
カ月児と３歳児で
は、約10倍に�

堺歯科医院� 78-1438
徳永歯科医院� 78-3105
医療法人小嶺歯科医院� 78-2366
医療法人社団瑞穂歯科医院�77-3770
医療法人征友会ねぎ歯科医院�77-4182
土井歯科クリニック� 38-6400
朝永歯科医院� 38-3030
寺田歯科医院� 36-2322
田口歯科医院� 36-3131
畑中歯科医院� 36-3535
城代歯科医院� 37-2818
天野歯科医院� 37-2121
永田歯科医院� 37-2007
萩尾歯科医院� 74-5100
津田歯科医院� 75-0281
広田歯科医院� 88-3800
馬場歯科医院� 88-3215

国見町�

歯科医院名� 電話番号�

瑞穂町�

吾妻町�

愛野町�

小浜町�

南串山町�

千々石町�

フッ化物塗布が受けられる歯科医院�
歯周病検診が受けられる歯科医院�
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要
約
筆
記
と
は�

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
話
の
内

容
を
書
い
て
伝
達
す
る
筆
記
通
訳
で
す
。

聞
こ
え
た
と
お
り
を
す
べ
て
書
い
て

伝
え
る
の
は
不
可
能
で
す
。
話
の
要

点
を
つ
か
み
、
要
約
し
な
が
ら
書
く

の
で
「
要
約
筆
記
」
と
い
い
ま
す
。�

　
12
月
か
ら
始
め
る
要
約
筆
記
は
、「
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
」
と
い
っ
て
、
要
約
筆
記

奉
仕
員
が
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に

同
行
し
、
紙
と
ペ
ン
を
使
い
筆
記
通

訳
を
し
ま
す
。�

　
後
天
的
な
病
気
や
障
害
で
耳
が
聞

こ
え
な
く
な
っ
た
人
は
、
手
話
の
習

得
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
人
は
、
手
話
で
は
な
く
「
要

約
筆
記
」
で
会
話
が
で
き
ま
す
。�

����������

対
象
者�

①
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
聴
覚
障
害
、
音
声
機
能

障
害
ま
た
は
言
語
障
害
）
を
持
っ

て
い
る
人�

②
社
会
生
活
上
、
円
滑
な
意
思
疎
通

が
困
難
な
人�

派
遣
の
範
囲�

①
各
種
届
出
、
相
談
な
ど
の
た
め
に

市
役
所
、
保
健
所
、
学
校
な
ど
の

公
的
機
関
に
行
く
場
合�

②
受
診
ま
た
は
相
談
の
た
め
医
療
機

関
に
行
く
場
合�

③
文
化
教
養
を
高
め
る
た
め
各
種
の

事
業
ま
た
は
催
し
に
参
加
す
る
場

合
（
政
治
活
動
ま
た
は
営
利
活
動

を
目
的
と
す
る
場
合
を
除
く
）�

④
就
職
活
動
を
す
る
場
合�

利
用
料�

　
無
料�

派
遣
の
申
請�

　
福
祉
事
務
所
ま
た
は
お
近
く
の
総

合
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
を
10

日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
緊

急
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
で
の
申
請
も

受
け
付
け
ま
す
。�

派
遣
の
決
定�

　
申
請
内
容
を
審
査
し
、
決
定
し
た

際
に
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
郵
便
に
て
決

定
通
知
書
を
送
り
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ�

　
福
祉
課
　
障
害
福
祉
班�

　
　
36-

２
５
０
０�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
36-

８
９
０
０�

※写真はイメージです� 12
月
か
ら
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣
を
始
め
ま
す�

　
平
成
22
年
度
か
ら
、
個
人
住
民
税

の
寄
附
金
控
除
の
対
象
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。
追
加
と
な
る
の
は
、
所
得
税

の
寄
附
金
控
除
対
象
の
う
ち
、
地
域

の
教
育
、
福
祉
、
そ
の
他
公
益
の
増

進
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
条
例
で

指
定
し
た
も
の
で
す
。
（
た
だ
し
、

国
に
対
す
る
寄
附
金
、
政
党
等
に
対

す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
金
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）�

新
し
く
対
象
と
な
っ
た
寄
附
金�

○
私
立
の
幼
稚
園
や
高
等
学
校
を
運

営
す
る
た
め
の
寄
附
金�

○
保
育
園
や
障
害
者
・
高
齢
者
の
福

祉
施
設
を
運
営
す
る
「
社
会
福
祉

法
人
」
へ
の
寄
附
金�

○
国
立
大
学
法
人
や
公
立
学
校
法
人
、

国
立
高
等
専
門
学
校
な
ど
で
財
務

大
臣
が
指
定
し
た
寄
附
金�

※
い
ず
れ
も
県
内
に
事
業
所
を
有
す

る
団
体
で
、
県
内
で
寄
附
さ
れ
た

も
の
に
限
り
ま
す
。�

手
続
き�

　
寄
附
を
行
っ
た
人
が
、
領
収
書
な

ど
を
添
付
し
て
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。�

（
確
定
申
告
を
行
う
と
、
住
民
税
の

手
続
き
は
不
要
で
す
）�

問
い
合
わ
せ�

　
税
務
課
　
市
民
税
班�

　
　
38-

３
１
１
１�

寄
附
金
控
除
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た�

寄附金控除の例�

◎夫婦、子ども２人、年収500万円�

○住民税の額：15万円�
○寄附金：５万円�

控除額�
○（50,000円－5,000円）×10％＝4,500円�
　[内訳：市民税2,700円、県民税1,800円]�
控除後の住民税の額�
○150,000円－4,500円＝145,500円�

寄附金額から5,000円を差し引いた金額の
10％（市民税6％、県民税4％）を住民税の
額から控除します。�

また、所得税の寄附金控除の場合、50,000
円－5,000円＝45,000円が寄附した人の所得
額から控除されます。したがって、「45,000
円×その人が適用されている所得税率」が
税金から差し引かれる計算となります。つ
まり所得税率が5%の人であれば、45,000円
×5%＝2,250円、10%であれば、45,000円×
10%＝4,500円が所得税から差し引かれる計
算となります。�
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長崎大学環境科学部�
環境教育研究�

マネジメントセンター�
准教授　　深見　聡�

刈り取った稲を掛け干しする学生ら�

Vol.09

年末年始のし尿くみ取り、各施設へのごみの持ち込み、家庭ごみの収集についてお知らせします。�

問�環境政策課（　38-3111）�

　
６
月
12
日
に
雲
仙
市
小
浜

町
富
津
地
区
で
田
植
え
を
お

こ
な
っ
て
か
ら
早
４
か
月
。

10
月
10
日
に
稲
刈
り
と
掛
け

干
し
体
験
を
お
こ
な
っ
た
。�

　
学
生
と
教
員
合
わ
せ
て
21

人
で
、
約
１
ア
ー
ル
の
田
ん

ぼ
を
鎌
を
使
っ
て
刈
っ
て
い
っ

た
。
収
穫
を
迎
え
る
ま
で
の

期
間
に
は
、
何
度
も

地
元
の
受
け
入
れ
団

体
「
山
彦
の
会
」
の

皆
さ
ん
が
、
下
草
刈

り
な
ど
手
入
れ
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
と
の

こ
と
。
事
務
局
長
の

岩
下
さ
ん
を
は
じ
め
、

皆
さ
ん
に
は
い
つ
も

感
謝
で
あ
る
。�

　
学
生
の
フ
ィ
ー
ル

ド
体
験
を
メ
イ
ン
に

始
め
た
雲
仙
で
の
体

験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
が
、
私
に
と
っ

て
も
初
め
て
の
稲
刈
り
は
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も

米
作
り
の
大
変
さ
と
楽
し
さ

の
一
端
に
触
れ
ら
れ
た
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
は
機
械
で
収
穫
す
る
と
、

こ
の
ぐ
ら
い
の
広
さ
は
10
分

も
あ
れ
ば
刈
り
取
り
を
終
え

ら
れ
る
と
聞
き
、
米
を
主
食

と
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

そ
ん
な
便
利
な
機
械
の
登
場

が
ど
れ
ほ
ど
農
家
の
皆
さ
ん

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、
特
に
戦
後
の
技
術

の
進
歩
に
驚
か
さ
れ
た
。�

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
年

内
に
あ
と
２
回
（
地
域
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
・

餅
つ
き
）
行
う
予
定
で
あ
る
。�

営業� 休業� 営業�

営業� 休業� 営業�

営業�営業※
�営業※

�

営業�

営業�

営業�

休業�

休業�

営業�

営業�

営業�

営業�

営業※
� 休業�営業�

し
尿
く
み
取
り�

各
施
設
へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み�

不
燃
物�

可
燃
物�

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
金� 土� 日� 月� 火� 水� 木� 金� 土� 日� 月� 火� 水�

国見�
瑞穂�
愛野�
吾妻�

千々石�
小浜�
南串山�

国見�
瑞穂�

吾妻�
愛野�
千々石�
小浜�
南串山�

南高北部環境衛生組合�
（　0957-78-2817）�

小浜クリーンセンター�
（　0957-74-2552）�

家庭ごみの収集�
環境政策課（　38-3111）�

島原リサイクルプラント�
（　0957-64-4885）�

西部リレーセンター�
（　0957-27-5600）�

広域クリーンセンター�
（　0957-64-6111）�

県央不燃物再生センター�
（　0957-23-3892）�

「環境カレンダー」どおりにステーションに出してください。�
年末年始はごみの量が多いため、収集ルートが変わりますので、
必ず午前８時までにステーションに出してください。�
時間外に出されたごみは収集できません。�

年末年始は、申し込みが集中しますので、早めに申し込んでください。�

休業�休業�

休業�

休業�

休業�

※26日、30日は午前中のみ営業�

※26日は午前中のみ営業�
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学校名�

【発表内容】�

愛野小�
千々石第二小�
小浜小�
南串第二小�
神代小�
西郷小�
鶴田小�
愛野中�
吾妻中�
瑞穂中�
国見中�
南串中�
北串中�
千々石中�

発表者�
小無田佳那�
冨永　雄太�
小田　智也�
豊島　菜緒�
中村竜之介�
古川　詩音�
吉本　みほ�
石丸　佑香�
岩　あやな�
上田　洋示�
中田　紘乃�
久保　彩花�
吉原　凌河�
平山　雪乃�

演題�
（敬称略）�

小さな勇気をもちたい�
出会いの宝�
お父さんみたいになりたい�
命の大切さ�
自転車安全運転全国大会に参加して�
私の夢�
自然とともに�
わたしたちと同じ�
勇気をもらった�
祖父とボクと時々、ロック�
ふるさと�
お年寄りと接して�
不思議な時間�
夢実現のために大切なこと�

建設工事・建設コンサルタント等業務�
（平成22年度分）�
　平成22年度に市が発注する建設工事・建設コンサ
ルタント等業務の入札・見積に参加を希望する場合
は、次により入札参加資格審査申請書を提出してく
ださい。�
有効期間�
　平成22年度中に行う契約に係る入札・見積としま
す。�
様式・提出方法など�
○様式や記載要領については、市ホームページ「入
札・契約情報」をご覧ください。なお、申請書類
については、市ホームページからダウンロードし
てください。�
※昨年と、様式や提出書類などを変更していますの
で、ご注意ください。�
○持参または郵送にて申請してください。�
受付期間�
12月1日（火）～平成22年1月29日（金）�
午前9時～午後5時�
※ただし、土・日・祝日および年末年始の閉庁日を
除きます。�

物品調達・その他業務�
（平成21年度・平成22年度分）�
　現在、随時受付をしています物品調達・その他業
務の入札・見積に係る入札参加資格審査申請書の受
付を、次により終了しますので、ご注意願います。�
有効期間�
　平成21年度・平成22年度中に行う契約に係る入札・
見積としますが、参加の認定日は、受付を完了した
日の翌々月の１日となります。�
様式・提出方法など�
○様式や記載要領については、市ホームページ「入
札・契約情報」をご覧ください。なお、申請書類
については、管財課および各総合支所に備え付け
ています。�
○持参または郵送にて申請してください。�
受付期間終了日時�
平成22年1月29日（金）午後5時�
※受け付けは上記日時までとしますが、土・日・祝
日および年末年始の閉庁日を除きます。�
�
提出先・問い合せ　　�
管財課　契約班（　38-3111）�
「入札・契約情報」ホームページアドレス�
　http://www.city.unzen.nagasaki.jp/keiyaku/

注意事項�
○申請書を提出されても、提出された書類に不備があったときは、受け付けることができませんので、
記載要領を熟読の上、早めに提出してください。�
○詳しくは市ホームページ「入札・契約情報」をご覧ください。�

　
第
４
回
雲
仙
市
少
年
の
主
張

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
市
内
の
小
・
中
学
生
14
人
が
、

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
、
未
来

へ
の
提
言
、
希
望
な
ど
を
発
表

し
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

【
日
時
】
12
月
６
日
（
日
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜�

【
会
場
】
瑞
穂
町
公
民
館�

問
い
合
わ
せ�

　
生
涯
学
習
課�

　
　
　
　
（
　
37-

３
１
１
３
）�

わ
た
し
の
主
張
堂
々
と�

入札参加資格審査申請書受付のお知らせ�

〜
未
来
に
向
か
っ
て
　
14
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜�
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農
林
業
セ
ン
サ
ス
と
は
？�

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
食
糧
の
供
給

や
環
境
を
守
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を

持
つ
農
林
業
が
健
全
に
発
展
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
企
画
・
推
進
し
、
そ
の

効
果
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
大

切
な
調
査
で
、
「
農
林
業
経
営
体
調
査
」

と
「
農
山
村
地
域
調
査
」
の
２
つ
の
調

査
が
あ
り
ま
す
。�

�

農
林
業
経
営
体
調
査
と
は
？�

　
こ
の
調
査
は
、
農
業
や
林
業
を
行
っ

て
い
る
農
家
や
林
家
、
法
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
調
査
で
、
都
道
府
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
て

調
査
を
行
い
ま
す
。�

　
調
査
す
る
主
な
項
目
は
、
世
帯
員
の

就
業
状
況
、
農
地
や
山
林
の
面
積
、
農

産
物
・
林
産
物
の
生
産
・
販
売
状
況
、

農
業
・
林
業
の
労
働
力
、
作
業
受
託
の

状
況
な
ど
で
す
。�

�

農
山
村
地
域
調
査
と
は
？�

　
こ
の
調
査
は
、
農
業
集
落
の
精
通
者

を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
地
方
農
政
局

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
伺
い
し

て
調
査
を
行
い
ま
す
。�

�

調
査
結
果
は
こ
ん
な
こ
と
に
活
用

さ
れ
ま
す
！�

　
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
の
農
林
行

政
の
指
針
と
な
る
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
な
ど
の
企
画
・
評
価
な

ど
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
国
が
市
に
交

付
す
る
「
地
方
交
付
税
」
の
農
林
業
行

政
の
算
定
基
礎
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、

水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
の
策

定
に
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。�

�

来
年
２
月
１
日
が
基
準
日
で
す�

　
こ
の
調
査
の
基
準
日
は
２
月
１
日
で

す
。
１
月
下
旬
頃
か
ら
、
農
林
業
と
思

わ
れ
る
方
の
世
帯
を
調
査
員
が
訪
問
し

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。�

　
そ
の
内
容
に
応
じ
て
、
調
査
票
を
配

布
し
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　�秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す�

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
と
い
う
法
律

に
規
定
さ
れ
た
調
査
で
、
ご
回
答
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
堅
く
保
護
さ
れ
ま
す
。

あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。�

�

問
　
情
報
統
計
課
統
計
班�

　
　
　
38-

３
１
１
１�

雲
仙
市
定
住
担
当
の�

「
な
が
さ
き
田
舎
暮
ら
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
政
策
企
画
課
　
馬
場�

　
10
月
に
、
名
古
屋
、
東
京
、
大
阪
の
３

大
都
市
で
行
わ
れ
た
、
『
な
が
さ
き
田
舎

暮
ら
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
（
長
崎
県
主
催
）

に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
参
加
者

が
早
め
に
集
ま
り
始
め
た
た
め
、
時
間
を

繰
り
上
げ
て
開
場
し
、
各
市
町
の
担
当
者

が
待
つ
ブ
ー
ス
へ
参
加
者
が
詰
め
か
け
る

と
い
う
シ
ー
ン
も
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど

の
会
場
で
も
１
人
目
の
相
談
者
が
自
分
た

ち
の
前
に
来
る
ま
で
は
、
な
か
な
か
落
ち

着
か
な
い
も
の
で
し
た
。�

　
雲
仙
市
へ
の
相
談
者
の
多
く
は
、
定
年

後
、
田
舎
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
た
い
と

い
う
50
〜
60
歳
代
の
人
た
ち
。
雲
仙
市
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
す
ば

ら
し
い
自
然
や
湯
煙
の
あ
が
る
温
泉
街
に

魅
力
を
感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
し
た
。�

　
相
談
を
受
け
た
中
で
一
番
多
か
っ
た
質

問
は
、
住
居
に
関
す
る
こ
と
。
「
テ
レ
ビ

な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な
古
民
家
は
な

い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
物
件
は
、
ご
く
ま
れ
な
も
の
で
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
お
伝
え
し
、
借
家
や
売
り
家
、
賃

貸
住
宅
の
情
報
を
提
供
。
ま
た
、
収
入
を

得
る
た
め
に
就
職
を
考
え
て
い
る
人
に
求

人
情
報
を
見
て
も
ら
う
と
、
都
会
と
の
賃

金
の
差
に
驚
く
人
ば
か
り
。
地
方
で
も
都

会
と
同
じ
よ
う
な
収
入
を
望
め
る
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
現
実
を
つ
き
つ
け
て

い
る
よ
う
で
少
し
気
が
ひ
け
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
私
た
ち
の
出
番
。

田
舎
で
暮
ら
す
こ
と
が
ど
れ
だ
け
す
ば
ら

し
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
基
に
相
談

者
に
訴
え
ま
す
。�

　
ま
ず
、
収
入
額
を
心
配
す
る
人
に
対
し

て
は
、
都
会
と
違
い
、
雲
仙
市
に
は
ス
ー

パ
ー
以
外
に
も
い
く
つ
も
の
直
売
所
が
あ

り
、
取
れ
た
て
の
野
菜
な
ど
が
安
く
手
に

入
る
こ
と
、
ま
た
、
住
居
の
賃
借
料
が
都

会
と
比
べ
格
安
な
た
め
、
生
活
に
係
る
費

用
自
体
が
安
く
な
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
目
の
前
に
広
が
る
山
々
や
海
な

ど
、
周
り
に
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
こ

れ
ら
は
何
に
も
代
え
難
い
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
話
す
と
、
相
談
者
の
田
舎
暮
ら
し

へ
の
期
待
は
一
層
強
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。�

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
田
舎
な
ら
で
は
の
風
景
を
多
く
残
し
、

現
在
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
も
、
こ
れ
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
も
、
み
ん

な
が
誇
れ
る
街
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
都
市
部
に
出
向

き
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
雲
仙
市
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す�

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス�

県を始め県内の市町などが設けたブースでは、机
の上にパンフレットや資料が広げられたり、パネ
ルにポスターが貼られたり、まるで物産展でも開
かれそうな雰囲気（左から担当の城戸、馬場）�
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テニス女子ダブルスＡクラス準優勝
城井奈菜さん（千々石町）

９月２１日～２２日に福島県の郡山庭球場で行われた、第４３回全国ろ
うあ者体育大会第２８回テニス競技の女子ダブルスＡクラスで、千々石
町の城井奈菜さんが見事準優勝。
城井さんは、生まれつき耳が不自由ながら、千々石中学校でソフトテ

ニスを始め、高校ではテニス部に所属。高校卒業後もテニスを続け、４
年前に長崎県で行われた全国ろうあ者体育大会に初出場し、女子シン
グルスＡクラスで見事ベスト４に。
今回の大会では、ダブルス

で組む予定の選手が出場でき
なくなり、出場を断念していたと
ころ、同じくペアの相手が出場
できなくなった大阪の辻岡瑞
恵選手と急遽ペアを組み出場。
この日初めて組んだにもかか
わらず、準優勝の栄冠に輝きま
した。
来年、徳島で行われる大会

にも出場予定で、今後の活躍
が期待されます。

瑞穂町 子ども会相撲大会

伊福地区子ども会相撲大会
伊福地区子ども会相撲大会が１０月１８日、伊福八幡神社の屯

宮祭に合わせて行われました。
伊福地区３自治会の子ども会から５チームが出場。
子どもたちは、保護者や地域の皆さんの声援を受けながら「ハッ

ケヨイ」の掛け声とともに、元気いっぱい相撲をとりました。

【伊福地区】
優勝
横田子ども会Ａ
準優勝
高田子ども会Ａ
３位
横田子ども会Ｂ

古部地区子ども会相撲大会
古部地区子ども会相撲大会が１０月２０日、古部熊野

神社の社日祭に合わせて行われました。
古部地区２自治会の子ども会から４チームが出場。
子どもたちは、大相撲の力士顔負けの勝負を見せてく

れました。勝っても負けても一生懸命取り組む姿に保護
者や地域の皆さん
から熱い声援が送
られました。

【古部地区】
優勝
夏峰子ども会Ａ
準優勝
夏峰子ども会Ｂ
３位
岡子ども会Ａ

中体連駅伝大会
第４回雲仙市中体連駅伝大会が１０月９日、諫

早市の県立総合運動公園陸上競技場で、南島原
市と合同で行われ、市内８つの中学校から、男女そ
れぞれ１２チームずつが参加し、男女ともに熱戦が繰
り広げられました。
男子の部では、優勝に国見中学校、準優勝に愛

野中学校が、女子の部では優勝に愛野中学校、準
優勝に南串中学校が輝き、県大会への出場権を手
にしました。
１１月５日に長崎市総合運動公園かきどまり陸上

競技場で行われ
た県大会では、
残念ながら上位
入賞とはなりませ
んでしたが、日ご
ろの練習の成果
を出し切って、一
生懸命駆け抜け
ました。

こんな場面も…

優勝した夏峰子ども会

優勝した横田子ども会

城井さん（左）と辻岡さん

日ごろの成果を競い合いました



　

学
校
の
授
業
日
数
は
年
間
約
２
０

０
日
。
子
ど
も
た
ち
は
１
年
間
の
約

半
分
を
家
庭
や
地
域
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。
本
日
は
、
老
人
会
、
婦
人
会
、

保
護
者
と
い
う
幅
広
い
年
齢
層
の
皆

さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、『
地

域
に
お
け
る
子
育
て
』
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
子
ど
も
を
ど
の
よ
う

に
育
て
て
い
く
か

【
老
人
会
】

◇
今
は
孫
と
の
関
わ
り
が
あ
る
。
自

分
の
子
ど
も
の
こ
ろ
と
違
っ
て
、

土
・
日
の
２
日

間
も
休
み
で
子

ど
も
が
家
に
い

る
こ
と
が
多
い

が
、
こ
れ
で
教

育
が
出
来
る
の

だ
ろ
う
か
と
思
う
。
受
験
な
ど
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
。
今
の
子
ど
も
は

こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
う
。

【
保
護
者
】

◇
休
み
が
多
い
と
は
感
じ
な
い
。
自

分
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
詰
め

込
み
の
教
育
の
よ
う
だ
っ
た
が
、

あ
ま
り
勉
強
し
た
記
憶
が
な
い
。

遊
び
回
っ
て
い
た
。
も
う
少
し
伸

び
伸
び
さ
せ
た
い
。

◇
土
曜
日
も
授
業
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
う
が
、
今
は
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少

な
く
、
土
・
日
は
子
ど
も
と
接
す

る
機
会
と
な
っ
て
い
い
と
思
う
。

土
・
日
し
か
な
い
の
で
、
大
切
に

し
た
い
気
持
ち
も
あ
る
。

家
庭
や
地
域
の
中
で
、
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
何
が
足
り
な
い
か

【
婦
人
会
】

◇
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
と
い
う
こ
と

で
、
土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
た
が

疑
問
で
あ
る
。
か
つ
て
学
校
で
は

地
域
的
な
行
事
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
地
域
の
人
が
学
校
に
行
く

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

◇
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
た
め
に

は
、
あ
い
さ
つ
が
大
事
だ
と
思
う
。

子
ど
も
に
会
っ

た
ら
、
ま
ず
あ

い
さ
つ
を
す
る

こ
と
が
、
子
ど

も
と
接
す
る
い

い
機
会
だ
と
思

っ
て
い
る
。

『
あ
い
さ
つ
運
動
』が
行
わ
れ
て
い

る
時
は
す
る
が
、
そ
れ
が
な
い
と

し
な
い
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

◇
子
ど
も
の
こ
ろ
、
地
域
の
行
事
が

よ
く
あ
っ
て
お
り
、
学
校
で
そ
の

こ
と
を
友
だ
ち
と
相
談
し
合
っ
た

り
、
地
域
の
大
人
か
ら
色
々
と
教

え
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
あ
い
さ

つ
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
も
地
域

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
へ
の
大
人
の
声
か
け
が
多

い
と
こ
ろ
は
あ
い
さ
つ
も
い
い
よ

う
だ
。
老
人
が
多
い
地
域
は
、
声

か
け
や
あ
い
さ
つ
を
含
め
て
関
わ

り
が
深
い
よ
う
だ
。
学
校
の
行
事

が
今
ひ
と
つ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
の
で
、
も
う
少
し
関
わ
り
た
い

と
思
う
。

　
　

月　

日
、
教
育
実
情
や
教
育
課
題
な
ど
の
共
通
理
解
を
図
る
目
的
で
、
千
々
石
第
一
小
学
校
に
お
い
て
校
区
に
お
住
ま
い

１０

１４

の
老
人
会
、
婦
人
会
、
保
護
者
代
表
の
皆
さ
ん
と
市
教
育
委
員
が
、『
地
域
に
お
け
る
子
育
て
』
を
中
心
に
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

前
回
の
南
串
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
に
続
き
、
今
回
で
２
回
目
。
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
か
ら
、

『
地
域
に
お
け
る
子
育
て
』
の
留
意
点
や
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
会
の
必
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
学
校
・
地
域
に
出
か
け
、
教
職
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
と
も
に
考
え
る

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

教
育
委
員
と
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
②
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【
老
人
会
】

◇
時
代
の
変
化
が
激
し
い
こ
と
に
驚

い
て
い
る
。
我
が
子
と
は
い
え
、

考
え
方
が
違
う
。
衣
・
食
・
住
が

違
う
か
ら
考
え
方
が
違
う
の
も
当

然
。『
食
の
大
切
さ
』も
孫
に
は
通

用
し
な
い
。
今
の
子
ど
も
は
、
落

ち
着
き
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
。
教
育
上
何

か
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
昔

は
、
大
い
に
遊
ぶ
と
同
時
に
勉
強

も
し
た
の
だ
が
。

◇
老
人
会
会
合
の
折
、「
子
ど
も
へ
の

声
か
け
や
、
子

ど
も
会
行
事
な

ど
に
努
め
て
参

加
し
て
欲
し

い
」
と
、
会
員

に
呼
び
か
け
て

い
る
。

【
教
育
委
員
】

◆
自
分
た
ち
が
育
っ
た
時
代
と
今
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
考

え
て
み
る
と
、
昔
は
、
子
ど
も
が

多
か
っ
た
。
子
ど
も
は
そ
の
中
で

学
び
、
育
つ
時
代
だ
っ
た
。
兄
弟

姉
妹
、
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
近
所
の
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

多
か
っ
た
。
自
然
と
接
す
る
機
会

も
多
く
、
体
験
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
。
貧
し
く
て
も
母
の
愛

情
に
満
ち
た
生
活
が
あ
っ
た
。
現

在
、
そ
れ
ら
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
そ
れ
ら
を
ど
う
補
う

こ
と
が
出
来
る
か
が
、
今
、
問
わ

れ
て
い
る
と
思
う
。

今
の
子
ど
も
に
大
切
な
こ
と

【
婦
人
会
】

◇
時
代
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
受
け
止
め
な
い
と
い
け
な
い
。

昔
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
。

私
た
ち
が
、
何
か
投
げ
か
け
て
や

る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
子
ど
も
に
経
験
さ
せ
た
り
、

教
え
た
り
す
る
機
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
。
そ
う
い
う
小
さ
な
動
き

が
必
要
だ
と
思
う
。

◇
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大

切
に
す
る
子
に
育
っ
て
欲
し
い
。

人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
だ

と
思
う
。

◇
善
と
悪
を
し
っ
か
り
教
え
な
い
と
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

悪
い
言
葉
に
つ
い
て
も
教
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
昔
は
、
地
域
の

大
人
が
叱
っ
て
い
た
。
学
校
で
も

し
っ
か
り
教

育
し
て
欲
し

い
。『
三
つ

子
の
魂
百
ま

で
』
で
あ
る
。

【
保
護
者
】

◇
い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
は
同
じ
だ

と
思
う
。
善
と
悪
は
、
親
が
し
っ

か
り
と
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。
他

人
任
せ
で
は
い
け
な
い
。
子
ど
も

が
悪
い
こ
と
を
し
た
時
に
、
親
が

叱
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。

◇
親
の
教
育
も
大
事
。
自
分
も
若
い

時
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
考

え
も
し
な
か
っ
た
。
親
に
な
っ
て

わ
か
っ
て
く
る
。
学
校
だ
地
域
だ

と
言
う
前
に
、
先
ず
は
親
だ
ろ
う
。

子
ど
も
に
は
失
敗
も
経
験
と
し
て

学
ば
せ
た
い
。

【
老
人
会
】

◇
昔
と
今
で
は
、
子
ど
も
の
遊
ぶ
物

が
違
う
。
祖
父
と
し
て
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
言
え
な
い
。
親
が

言
う
し
か
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
な
ど
は
、
子
ど

も
に
尋
ね
て
教
え
て
も
ら
う
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。

◇
子
育
て
に
は
、
あ
い
さ
つ
が
ま
ず

大
切
。
そ
れ
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
自
分
た
ち
の
務
め
だ
と
思
う
。

【
教
育
委
員
】

◆
優
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、

強
さ
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

『
断
る
力
』も
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
学

力
な
ど
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
、

社
会
で
通
用
す
る
人
間
に
育
っ
て

欲
し
い
。

◆
道
徳
教
育
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
授
業
だ
け
で
な
く
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
で
道
徳
教

育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
努
力
と
と

も
に
地
域
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

◆
『
不
易
と
流
行
』
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
学
校

も
地
域
も
頑
張
っ
て
い
く
べ
き
だ

ろ
う
。

参
加
者
の
感
想

☆
緊
張
し
た
が
、
話
し
や
す
い
雰
囲

気
で
よ
か
っ
た
。

☆
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
話
を
聞
く
こ

と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。

☆
こ
れ
か
ら
登
下
校
の
要
所
に
立
っ

て
、
子
ど
も
を
見
守
り
た
い
。

☆
テ
ー
マ
が
広
す
ぎ
た
感
じ
も
す
る

が
、
出
席
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
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総合計画の６つの基本方針ごとに、数値目標の中から主な施策の進捗状況について、抜粋してお知らせし
ます。（詳細は市ホームページに掲載しています。また、政策企画課窓口でも閲覧できます）�

定員適正化計画により、職員数の削減（退職者のうち、早期退
職者を除く、定年退職者の１/３を新規採用）を図った。�
定年退職９人：新規採用５人※

��
※新採職員３人（定年退職者の1/3）、教育職員（指導主事）２人�

政策企画課（　38-3111）�問�

みんなでつくるまちづくり� 快適で住みよい暮らしづくり�

笑顔いっぱいの健康と福祉づくり� 力強い産業と仕事づくり�

新しい観光・交流による活力づくり� 明日を担う人づくりと�
誇りあるふるさとづくり�

雲仙市総合計画� 平成20年度主な施策の進捗状況お知らせ②�

○市職員数（人事課）�

○説明�

「長崎田舎暮らしキャラバン」などを通じ、年間44件のＵＩターンの
相談があり、そのうち４都府県から、４世帯６人が定住された。�

○説明�

「雲仙市健康づくり計画健康うんぜん21」の食生活取組テーマ
に則った指導や特定保健指導、また特定健診後の結果説明会
時の指導などを年間通じて実施しており、平成20年の調査では、
男性については85.9％となった。�

○説明�

各地域の認定農業者協議会の活動支援や雲仙市担い手育成
総合支援協議会の活動を通じて、担い手農家の経営能力や技
術向上を図った。�
平成20年度　新規認定者数　59人�

○説明�

体験学習を盛り込んだ修学旅行の積極的な誘致により、参加者
数は前年比約40％の伸びとなった。�

○説明�

市内の全中学校（８校）にスクールサポーターを配置したことによ
り、平成20年度において、市内の全小・中学校へのスクールサポー
ター配置が完了した。�

○説明�

○田舎暮らし相談者のうち市内への定住者数（政策企画課）�

○毎日朝昼夕３食きちんと食べている人の割合【男性】�
　　　　　　　　　　　　　　　　（健康づくり課）�

○認定農業者数（農林水産課）�

○体験型観光の参加者数（観光物産まちづくり推進課）� ○スクールサポーターの配置人員（学校教育課）�

基本方針� 基本方針�

基本方針� 基本方針�

基本方針� 基本方針�

基準値（H17）�

単位：％�

実績値（H19）�

実績値（H20）�

目標値（H23）�

66.6

69.9

85.9

80.1

基準値（H18）�

単位：人�

実績値（H19）�

実績値（H20）�

目標値（H23）�

851

924

983

1,158

基準値（H17）�

単位：人/年�

実績値（H19）�

実績値（H20）�

目標値（H23）�

210

4,053

5,644

900

基準値（H18）�

単位：人/28校�

※�

※平成19年度公表値を修正�

実績値（H19）�

実績値（H20）�

目標値（H23）�

10

20

28

28

基準値（H18）�

単位：人�

実績値（H19）�

実績値（H20）�

目標値（H23）�

490

457

438

420

基準値（H18）�

単位：延べ人数�

実績値（H19）�

実績値（H20）�

目標値（H23）�

0

3

9

20

達成�

達成�達成�
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デートＤＶの実態を学びました

Ｄ
Ｖ
防
止
支
援
者
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｄ
Ｖ
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

な
ら
な
い
た
め
に
」

�
縁
あ
っ
て
結
ば
れ
た
夫
婦
の
間

に
、
い
つ
し
か
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）」。

ど
こ
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
？
何
が
原
因
だ
っ
た
の
？

解
決
策
は
あ
る
の
？

�
友
だ
ち
か
ら
Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受

け
た
け
れ
ど
、
そ
も
そ
も
「
Ｄ

Ｖ
」
っ
て
何
？
「
仲
の
い
い
証

拠
よ
」っ
て
、
慰
め
た
ら
、「
Ｄ

Ｖ
は
、
た
だ
の
夫
婦
げ
ん
か

じ
ゃ
な
い
」
っ
て
、
逆
に
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。

私
は
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
か
し
ら
。

Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
、
Ｄ
Ｖ
基
礎
講

座
を
開
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時

平
成
２２
年
２
月
４
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

（
受
付
午
後
６
時
４５
分
）

場
所

愛
野
町
公
民
館

内
容講

演「
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

（
Ｄ
Ｖ
基
礎
講
座
）」

講
師長

崎
県
男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト

峰

昭
子
氏

申
込
方
法

�
電
話
で
申
し
込
む

�
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

（
１
、住
所

２
、氏
名
（
ふ
り
が

な
）

３
、連
絡
先
電
話
番
号

４
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

す
る
）

申
込
先

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）

�
０
９
５
７
（
３８
）
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７
（
３８
）
３
５
１
４

メ
ー
ル

danjo@
city.unzen.nagsaki.jp

北
串
中
学
校

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を

親
子
で
学
び
ま
し
た

「
暴
力
に
は
、

殴
る
、
蹴
る
の

ほ
か
に
も
、『
言

葉
』
も
話
し
方

で
は
暴
力
に
な

る
こ
と
も
あ
る

の
よ
。
無
視
や
悪

口
な
ど
で
『
言
葉
』

で
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
『
暴
力
』

の
ひ
と
つ
な
の
。」

１０
月
２１
日
、
北
串
中
学
校
（
横
田

純
一
校
長
）
と
雲
仙
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
が
共
催
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

防
止
授
業
を
実
施
。
講
師
に
は
、
県

内
外
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ｖ
防
止
な
が
さ
き
」
の

松
本
美
恵
子
代
表
を
迎
え
、
生
徒
と

保
護
者
が
一
緒
に
学
び
ま
し
た
。

授
業
の
後
、生
徒
た
ち
か
ら
は「
嫌

な
こ
と
は
『
Ｎ
ｏ
』
と
言
え
る
よ
う

に
し
た
い
。
自
分
の
意
見
を
し
っ
か

り
持
ち
た
い
。」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

や
っ
て
ま
す

ミ
ニ
出
前
講
座

in
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ひ
だ

ま
り
」
は
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護

者
や
妊
婦
な

ど
が
自
由
に

集
ま
り
、
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
憩
い
の
場
所
で
す
。

子
育
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
り
、
相
談
も
し
た
り
で
き
る

子
育
て
サ
ロ
ン
で
す
が
、
た
だ
い
ま

利
用
者
を
対
象
に「
ミ
ニ
男
女
共
同
参

画
出
前
講
座
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
基
礎
に
つ
い
て
、

身
の
回
り
の
事
例
を
あ
げ
、
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
、
談
話
を

交
え
、「
学
び
た
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
託
児
所
付
き
の
講
座
が
少
な

い
」
な
ど
、
お
母
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

今
後
の
男
女
共
同
参
画
施
策
の
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

女性も男性も、自分の意思で社会に参画し、男

性・女性の「らしさ」を認め合いながら、支え合い、

喜びも責任も分かち合う…

そんな幸せを感じられる社会を目指します。

は ぴ ね す 通 信 �

■問 雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内） �３８‐３１１１

出前講座・デートＤＶ防止授業
ただいま実施中！

受講者随時募集中！

この日の講師は県男女共同参画推進員の山口さん



26平成21年12月�
●広報うんぜん�

まちの話題�

小浜小学校では、４年生の平和学習の一環とし
て、１０月２９日に近くにお住いで、同小の評議員でも
ある宮田隆さんを招いて、被爆体験を児童に語ってもらう授
業を行いました。宮田さんは、「“平和”は人類の宝」と題し、
幼少期の被爆体験を写真やボールで作った原爆の模型を使い
ながら説明。「これからの時代は皆さんが主役。世界中の戦
争、テロ、飢餓をなくし、平和な世界を実現しましょう」と
呼びかけました。児童たちは、それぞれにメモを取るなどし
ながら、真剣なまなざしで話を聞いていました。
また、この日はアメリカのCNNテレビからも取材が訪れ、
授業の様子をカメラに収めていました。この模様は、オバマ大統
領の来日前に世界約２１０の国と地域で放送されたそうです。

小浜ば花いっぱいにすうで事務局と長崎大学教育学部が主催す
る「第１４回秋の彩展～公園ば色いっぱいにすうで～」が、１０月２４
日に小浜温泉公園で行われました。地元の子どもたち約７０人と長
崎大の井川教授や絵画ゼミの学生に加え、韓国の昌原大学校芸術
大学の教授や学生も参加し、公園の遊具などに絵を描きました。
今回は初めての試みとして、公園管理者である市の許可を受けて、
遊具や柵などに子どもたちが直接絵具で色をつけるという企画を
実施。井川教授によれば、子どもが公園に絵を描くというのは、
世界的にもあまり例のない取り組みということ。
公園では、自分たちの“作品”で遊ぶ子どもたちの楽しそうな

声が響き渡っていました。

１０月３０日、小浜中学校体育館で保護者へ向けた新型インフル
エンザ講演会が行われました。これは、相次ぐ学年閉鎖や学級
閉鎖、また、全国でも死者が出ていることに危機感を覚えた同
中学校PTA（寺田久和会長）が、緊急集会として企画したも
ので、約７０人が集まりました。
会場では全員マスクを着用し、手をアルコール消毒するなど
準備は万全。「インフルエンザに負けないぞ！」の垂れ幕もあ
りました。参加者は、市健康づくり課職員による新型インフル
エンザの基礎知識、マスクの着用や効果的な手洗い方法、ワク
チン接種などの説明にうなずきながら、熱心に学びました。

小浜小学校４年生平和学習

バマから平和な世界を築こうオ

第１４回「秋の彩展」小浜ワークショップ

どもたちの手で、鮮やかな遊具が誕生子

小浜中学校PTA緊急集会

しく知ろう 新型インフルエンザ正

↑真っ白な遊具が、子どもたちの手でカラフルに

↑CNNのカメラが入る中、被爆体験を語る宮田さん

↑講演に耳を傾ける保護者たち
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南串山町鬼池地区で１０月１０日、県立大学シーボル
ト校栄養健康学科の学生２２人が、レタスの収穫体験
をしました。これは「食と農を結ぶ農業体験」とし
て、九州農政局長崎農政事務所などが主催したもの
で、当日は地元の JA島原雲仙青年部南串支部と４
Hクラブの会員ら約３０人が協力しました。
学生たちは、青年農業者からアドバイスを受けな
がらレタスを収穫し、箱詰めに。その後、取れたて
レタスを使った「ロールレタス」や地元の野菜を使っ
た料理などを味わいました。

９月２９日と３０日、小浜町の伊勢屋旅館と吾妻町の
全農ながさき県南家畜市場の２会場でジャジング・
スクールが行われました。これは、酪農家と審査業
務に携わる指導者や技術者などを対象に「牛（乳牛）
の見方」を養成し、酪農経営の健全な発展につなげ
ることを目的としたもので、全国ホルスタイン改良
協議会が長崎県乳牛改良同志会（中村隆馬会長）の
協力のもと行ったものです。全国各地から１００人近
くの参加があり、盛大でにぎやかに行われました。

１１月５日～８日まで、国見町文化会館で第５４回長
崎県美術展覧会公募展移動展が行われました。会場
には県知事賞をはじめとした入賞作品や、雲仙市在
住者の入選作品など１００点余りが展示され、芸術の
秋にふさわしい実りのある展覧会となりました。
また初日には、八斗木小学校児童を対象に子ども

写真教室が行われ、子どもたちはデジタルカメラを
使った写真作品の制作に一生懸命取り組みました。

１１月１日、南串山町のハマユリックスホールで劇
団四季ミュージカル「エルコスの祈り」が上演され
ました。
学校や親たちから「落ちこぼれ」「問題児」と決
めつけられた子どもたちが集まるユートピア学園で、
夢や希望を失った子どもたちが万能ロボット「エル
コス」によって、瞳の輝きを取り戻していく物語。
観客は物語に引き込まれ、そのすばらしい演技に
喜ぶ顔でいっぱいでした。

平成２１年度 ジャジング・スクール

ちばん良い牛はど～れだ？い レタスの収穫体験

ャキシャキ農業体験シ

長崎県展移動展

術の秋です芸 劇団四季ミュージカル エルコスの祈り

動につつまれました感

↑魅力あふれる劇団四季の演技

↑青空の下レタスの収穫に励みます↑見方のポイントを学びます

↑作品の見所を解説



食卓から健康を考える� うんぜん健康レシピ�
ちか

ら�

ふるさとの�
呉どうふ�

力��
材料（10人分）� 作り方�

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会瑞穂支部�

くず粉………………1カップ�
豆乳（成分無調整）�
　　　　　　………7カップ�
（ねりみそ）�
　米みそ……………大さじ4�
　砂糖………………大さじ2�
　酒…………………大さじ4�
　だし汁……………大さじ4

くず粉を少量の豆乳でのばす。�
厚手の鍋を火にかけ、①と残りの豆乳を入れ、
20～30分よく練る。�
②を容器に入れて固める。�
ねりみその材料を鍋に入れ、弱火でとろみが
つくまで煮つめる。�
③が固まったら、切り分けて、ねりみそをか
ける。※お好みにより、わさび醤油でもおい
しくいただけます。�

〈１人分の栄養価〉�
　エネルギー：147kcal、たんぱく質：20.9g、塩分：0.4g

①�
②�
�
③�
④�
�
⑤�

献血にご協力いただける�
事業所・団体などを募集しています�
　輸血に使用される血液製剤は人工的に
は造れないため、人の血液が原料となり
ます。ところが、年々輸血を必要とする
人は増加する一方、献血者数は減少して
います。皆さんの協力が必要なのです。�
　そこで、事業所や大勢が集まる集会な
どに献血車が伺い、多くの人に献血にし
ていただけるような事業所や団体を募集
しています。�
　ご協力いただける事業所や団体の代表
者は、健康づくり課にご連絡ください。�

※ご連絡をいただいた後、日赤血液センターと日程
や会場などの詳細について打ち合わせます。�

あなたのちょっとのやさしさで、救われる誰かがいます。�
行きませんか？献血に。�

《生大豆から豆乳を作る場合》　材料：生大豆1カップ�
一晩水につけておいた生大豆をミ
キサーにかける。�
①を煮て、沸騰したら火をとめる。�

①�
�
②�

冷めたら、布ぶくろなどでしぼる。�
しぼり汁の量をはかり、全体で7カ
ップになるように水を足す。�

③�
④�

愛�の献血にご協力ください�

健康づくり課（　38-3111）�

千々石総合支所�

ＪＡ島原雲仙千々石支店�

愛野カントリー倶楽部�

南串山総合支所�

南串山保健福祉センター�

（株）みずほ電設�

（株）長崎清水�

介護老人保健施設「ガイアの里」�

瑞穂総合支所�

九州ワコール製造（株）�

ながさき県酪農業協同組合　本所�

雲仙市役所�

☆場所・時間などが変更になる場合もあります。�

9:00～11:30

13:00～14:30

15:00～16:00

9:30～13:00

14:30～16:00

9:00～10:30

12:00～13:00

14:00～16:00

9:30～11:30

12:00～13:30

15:00～16:00

9:00～11:00

12:00～16:00

7日（月）�

日程�

○12月の実施予定�
会場� 時間�

8日（火）�

11日（金）�

17日（木）�

22日（火）�

問�
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◎子ども支援課 �３６‐２５００

◎健康づくり課 �３８‐３１１１
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お、重い…�

妊娠中ってこんなに�
大変なんだね�

母子保健事業

会 場

国見農村環境改善センター

愛野保健福祉センター

吾妻保健センター

小浜老人福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

千々石保健センター

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
☆赤ちゃん健康相談（午後）、１歳６カ月児健康診査、３歳児健康診査の対象者には子ども支援課から通知します。

受付時間

９：３０～１０：３０

１３：３０～１３：４５

９：３０～１０：３０

１３：３０～１３：４５

９：３０～１０：３０

１３：３０～１３：４５

９：３０～１０：３０

１３：３０～１３：４５

１３：００～１３：１５

１３：００～１３：１５

１３：００～１３：１５

日付

１日�

２日�

８日�

９日�

１１日�

４日�

１６日�

対象者

（午前）１歳未満（Ｈ２０年１２月～Ｈ２１年７月生）

（午後）Ｈ２１年８月生

（午前）１歳未満（Ｈ２０年１２月～Ｈ２１年７月生）

（午後）Ｈ２１年８月生

（午前）１歳未満（Ｈ２０年１２月～Ｈ２１年７月生）

（午後）Ｈ２１年８月生

（午前）１歳未満（Ｈ２０年１２月～Ｈ２１年７月生）

（午後）Ｈ２１年８月生

H２０年２月～４月生

Ｈ１８年３月～４月生

Ｈ１８年３月～５月生

お住まいの
地 区

国 見

愛野・千々石

瑞穂・吾妻

小浜・南串山

国 見

小浜・南串山

愛野・千々石

事業名

赤ちゃん
健康相談

１歳６カ月児
健康診査

３歳児
健康診査

↑沐浴実習

妊婦体験→

次回の「パパママひろば」は、 です。
たくさんの妊婦さんと出会えることを楽しみにしています。

「雲仙市パパママひろば」が１０月１７日に愛
野保健福祉センターで開かれました。
マッサージやパパの妊婦体験、沐浴実習、
歯の健康・栄養についてのお話、おっぱいの
手入れなど、短い時間ながらたくさんの内容を、
和気あいあいとした楽しい雰囲気の中で学び
ました。
お産まであと少し！新しい家族の誕生が待ち
遠しいですね。
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農業委員選挙人名簿を作成します

農業委員会事務局

ボクササイズ教室参加者募集

スポーツ振興課

犬の飼い主のみなさんへ

環境政策課

第４回雲仙市美術展覧会

生涯学習課

ステッカーのデザインを募集します

環境政策課

������

���

平成２２年１月１日現在で次の�～�
のすべてに該当する人は、１２月に配布
する「農業委員選挙人名簿申請書」を
１月１０日�までに提出してください。
選挙人名簿に登録されていない場合

は、投票もリコールの請求もできなく
なりますのでご注意ください。
◆次のすべてに該当する人が対象にな
ります。
�雲仙市内に住所を有する人
�満２０歳以上の人（平成２２年３月３１
日までに２０歳になる人も含む）

�１０アール以上の農地を耕作してい
る人、またはその人と同居する親
族で年間６０日以上耕作に従事する
人

問 農業委員会事務局（�３８‐３１１１）
または各総合支所産業建設課

平成２６長崎国体へ向けてのトップ
アスリート発掘・育成事業
ボクシング競技を通して、相手の痛

みがわかる人間性を育むとともに、平
成２６年に雲仙市吾妻体育館で行われる
「長崎がんばらんば国体」に向けて、
ボクシング競技の普及と選手発掘・育
成を目指します。
日時 �１２月２６日�

�平成２２年１月９日�
�平成２２年１月３０日�
いずれも午前１０時～正午まで

会場 吾妻体育館
対象者 小学生～中学生（男女）
募集人数 ３０人
参加費 無料
持ってくるもの 運動ができる服装・
屋内シューズ・タオル・飲み物

申込方法 スポーツ振興課または生涯
学習課各駐在、吾妻体育館に備え付
けの申込書を申込書設置場所のいず
れかに提出。

申込期限 １２月２１日	
問 スポーツ振興課（�３７‐３１１３）

◆犬の飼い主の皆さんへ
近所の皆さんがすべて犬好きとは限
りません。迷惑や危害を及ぼさない
よう、心配りとしつけが大切です。
また、動物の本能や習性を理解し、
家族の一員として最期まで面倒を見
ましょう。

犬の放し飼いはやめて
放し飼いは、まわりの迷惑になるば
かりか、事故にあうなど犬にとって
も危険です。絶対に止めましょう。
散歩のときも必ずリードをつけま
しょう。

排泄のしつけもしましょう
散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。

鳴き声、悪臭に注意しましょう
むだ吠えしないようにしつけ、飼う
場所は清潔にしましょう。

犬を捨てないで
里親探しはたいへんです。飼い主の責
任で避妊や去勢手術を受けましょう。

犬に餌だけを与えている人へ
飼うなら責任をもって、
正しく飼いましょう

問 環境政策課（�３８‐３１１１）

作品を募集します
雲仙市美術展覧会の作品を募集しま

す。生涯学習課または生涯学習課各駐
在にある「募集要項」を確認し、お申
し込みください。（要項は市ホームペー
ジからも入手できます）
募集部門 日本画・洋画・彫刻・工芸・
書・写真・デザインの７部門

申込受付期限 １２月１１日

申込先 生涯学習課または同課各駐在
作品搬入日時
平成２２年２月３日�
午後１時～６時

第４回雲仙市美術展覧会の日程
日時 平成２２年２月５日
～８日	

午前１０時～午後６時
会場 小浜体育館
問 生涯学習課（�３７‐３１１３）

「アイドリングストップ」を市民運
動として促進するため、「雲仙市アイ
ドリングストップステッカー」のデザ
インを募集します。
募集期間 １１月１６日	

～平成２２年１月１５日

応募資格 長崎県在住の人
賞 図書カード〈最優秀賞（２万円分）／
優秀賞（５，０００円分）／佳作（５００円分）〉

※受賞作品は、市のホームページに掲
載します。

※最優秀賞に選ばれた作品は、「雲仙
市アイドリングストップステッ
カー」の意匠となり、アイドリング
ストップ宣言者に配布します。

募集要項 次の条件を含む未発表の作
品に限ります。

�テーマは「アイドリングストップ」
であること。

作品に使用する色は用紙の白色を含
め５色以内であること。

�横１２０�×縦６０�または横８０�×８０
�のシールになりますので、横：縦
＝２：１または１：１比率の作品で
あること。

�作品内に、「アイドリングストップ
宣言、STOP IDLE REDUCTION」
などの標語文字を入れること。

※詳しくは市のホームページをご覧く
ださい。

応募方法 郵便番号、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号、職業、
性別、制作意図を明記のうえ、作品
とともに郵送またはＥメールで応募
する。

応募先
Ｅメール：環境政策課
kankyo@city.unzen.nagasaki.jp
※メールの標題を「雲仙市アイドリ
ングストップステッカーデザイン
募集作品」と明記してください。

郵送：雲仙市地球温暖化防止対策・
ESD協議会事務局（環境政策課内）
〒８５９‐１１０７ 雲仙市吾妻町牛口名
７１４番地

問 雲仙市地球温暖化防止対策・ESD
協議会事務局（環境政策課内）

（�３８‐３１１１）

（問…問い合わせ 申…申し込み 届…届け出）
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市からのお知らせ�

２０１０年版県民手帳を販売しています

情報統計課

ご存知ですか？ 就学援助制度

学校教育課

ペーパーバッグをつくろう！

環境政策課

交通事故にあったら・・・

市民窓口課

����������

��������

下水道加入のお願いについて

下水道課

環境リレー講座を行います

環境政策課

県内の統計もついています
一般的な手帳の内容に加え、県内の

祭事日程や県産品の紹介、地理的な統

計データなどが掲載されています。

さらに、「資料編」として、九州や

県内の主要官公庁所在地や暮らしに役

立つデータを集めた小冊子が付録とし

て付いています。

なお、各自治会などで購入申込の取

りまとめはしていませんのでご注意く

ださい。

販売期限 平成２２年１月２９日�まで
価 格 一冊 ５００円（税込み）

サ イ ズ 縦１６�×横８．５�（本体）
問・情報統計課 統計班（�３８‐３１１１）
・各総合支所 市民生活課

児童生徒の就学援助を行ってい
ます
経済的理由で小・中学校に在学する子

どもの就学の費用に困っている保護者

の皆さんに、学用品費、学校給食費など

の費用の一部を援助しています。希望す

る人は、学校教育課または生涯学習課各

駐在へ申請書などを提出してください。

援助費の主な内容
�学用品費など
学用品、通学用品、校外活動、修学

旅行、体育実技用具の費用など

�医療費
学校の指示で治療を受けた疾病（ト

ラコーマ、結膜炎、白せん、かいせ

ん、膿痂疹、中耳炎、慢性副鼻腔炎、

アデノイド、う歯、寄生虫病）の治

療に要する費用

�学校給食費
提出書類 「就学援助世帯申請書」や

「民生委員児童委員の意見書」のほ

か収入が分かる書類などが必要です。

※援助を受けられる要件や提出書類な

ど、詳しくは学校教育課へお尋ねく

ださい。

問 学校教育課（�３７‐３１１３）

内容
�ペーパーバッグをつくろう！
新聞紙からオリジナルバッグマイ

バッグをつくります。

�環境講座
ごみの分け方・出し方からCO２
削減対策まで幅広くお話します

【小浜地区】
日時 １２月１９日�

午後１時３０分～午後４時

場所 小浜町南本町公民館

【国見地区】
日時 平成２２年１月２４日�

午後１時３０分～午後４時

場所 国見農村環境改善センター

参加料 無料。だれでも参加できます。

※ペーパーバッグづくりに参加する人

は、新聞紙（１日分）とのり（水の

り）を持ってきてください。

問 環境政策課（�３８‐３１１１）

交通事故にあったら……
交通事故など第三者の行為によって

受けた傷病の医療費は、加害者が負担

するのが原則です。したがって国保で

治療を受けると、国保が負担した医療

費を後から加害者に過失割合に応じて

請求しますので、必ず「第三者行為に

よる被害届」などを国保の窓口へ提出

してください。

なお、届出に必要な書類は市民窓口

課または各総合支所市民生活課にあり

ます。

届出に必要なもの
�事故証明書
（自動車安全運転センターが発行）

�第三者行為による被害届
�事故発生状況報告書
�念書・誓約書

問 市民窓口課 国保年金班

（�３８‐３１１１）

市では、下水道を整備している５地

区の中で、現在雲仙・千々石・愛野地

区がほぼ完了し、吾妻・瑞穂地区が事

業完了に向け建設中です。

平成２０年度末現在の市全体の下水道

水洗化率は約５２％。下水道の普及が進

むにつれて、河川や水路がよりきれい

になります。未来の子たちにきれいな

環境を残すためにも下水道への早期加

入をお願いします。

なお、受益者負担金（受益者分担金）

は次のとおりです。また、市では水洗

便所等改造資金融資あっ旋制度を設け

ていますので、ぜひご利用ください。

【受益者分担金】
公共マス１個につき、２０万円

※早期に接続すると減免を受けるこ

とができます。

【水洗便所等改造資金融資あっ旋制度】
対象 水洗トイレの改造、住宅の排水

設備（下水道接続）、排水設備によ

る改造工事（新築は不可）

融資限度額 １００万円

返済期間 ５年以内

利率 金融機関と協議（現在２．５５％）

利子助成 完済後に利息分を市が全額

助成

条件 連帯保証人１人

問 下水道課 下水道管理班（�３８‐３１１１）

参加は無料で、誰でも参加できます。

日時および内容
�１２月１４日� 午後２時～３時

テーマ：「リサイクルってどういう

もの？」

講 師：雲仙市環境政策課

立山 隆之 主査

場所 愛野町公民館

問 環境政策課（�３８‐３１１１）
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Information

野
の
花

風
館
ま
つ
り

日
時

１２
月
６
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所

野
の
花
風
館
（
グ
リ
ー
ン
道
路

沿
い
の
国
見
町
と
有
明
町
の
境
付
近
）

内
容

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
（
日
用
品
・

雑
貨
な
ど
）、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
（
カ

レ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ケ
ー
キ
な
ど
）、

展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
陶
器
、
物
品
、

農
産
物
な
ど
）

問

地
域
就
労
事
業
所

野
の
花
風
館

�
０
９
５
７
（
７８
）
３
８
６
６

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
体
験
イ

ベ
ン
ト
「
五
感
を
使
っ
て
雲
仙
の
自

然
を
知
ろ
う
！
守
ろ
う
！
」

〜
温
泉
山
で
探
検
編
〜

国
立
公
園
を
探
検
し
て
、
隠
れ
た
魅

力
を
調
査
し
よ
う
。
自
然
が
好
き
な
子

ど
も
た
ち
集
ま
れ
！

日
時

１２
月
１２
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

集
合
場
所

雲
仙
お
山
の
情
報
館

対
象

軽
登
山
が
可
能
な
小
学
１
年
生

〜
中
学
生

定
員

２５
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

動
き
や
す
い
服

装
・
帽
子
・
運
動
靴
・
昼
食
・
防
寒

着
・
雨
具
・
筆
記
用
具
な
ど

申
込
方
法

１２
月
６
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
む

申
・
問

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

事
務
局
（
雲
仙
お
山
の
情
報
館
内
）

�
０
９
５
７
（
７３
）
２
５
４
３

家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

や
介
護
方
法
を
勉
強
し
て
み
た
い
人
を

対
象
に
、
家
族
介
護
教
室
を
開
き
ま
す
。

【
１
月
の
講
座
】

■
「
消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」

日
時

平
成
２２
年
１
月
２２
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜

場
所

千
々
石
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
２
月
の
講
座
】

■
「
認
知
症
」
〜
寸
劇
に
よ
る
認
知
症

理
解
・
認
知
症
の
方
を
介
護
し
た
家

族
の
話
〜

日
時

平
成
２２
年
２
月
１４
日
�

午
後
２
時
〜

場
所

国
見
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
「
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ
う
」

日
時

平
成
２２
年
２
月
１８
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜

場
所

瑞
穂
町
公
民
館

受
講
料

無
料

申
し
込
み

申
込
書
を
自
治
会
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
各
総
合
支
所
に
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

問

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

介
護
保
険
課

総
務
企
画
係

�
０
９
５
７
（
６１
）
９
１
０
１

成
年
後
見
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
財
産
の
管

理
や
契
約
な
ど
の
手
続
き
が
困
難
な
人

を
保
護
し
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

日
時

１２
月
１６
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所

メ
ル
カ
つ
き
ま
ち

定
員

２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
・
問

長
崎
家
庭
裁
判
所

総
務
課

�
０
９
５
（
８
０
４
）
４
１
４
４

「
ま
だ
い
る
の

飲
ん
で
乗
る
人

飲
ま
す
人
」

１２
月
１５
日
〜
２４
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
！

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

重
点
目
標

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

運
動
期
間
中
は
市
内
各
所
で
広
報
啓

発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
ち
ょ
っ
と
一
杯
…
が
命
と
り

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
絶
対
に
飲
酒

運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
動
車
で

出
か
け
て
飲
酒
す
る

場
合
、
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、

飲
ま
な
い
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
る

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
が
全
国

的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た
め
、
こ
の

運
動
に
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせはこちらまで

雲仙市役所 �０９５７（３８）３１１１
国見総合支所 �０９５７（７８）２１１１
瑞穂総合支所 �０９５７（７７）２１１１
愛野総合支所 �０９５７（３６）２１１１
千々石総合支所 �０９５７（３７）２００１
小浜総合支所 �０９５７（７４）２１１１
南串山総合支所 �０９５７（８８）３１１１
雲 仙 出 張 所 �０９５７（７３）３４４５

教育委員会 �０９５７（３７）３１１３
国 見 駐 在 �０９５７（７８）１１００
瑞 穂 駐 在 �０９５７（７７）２１２５
吾 妻 駐 在 �０９５７（３８）３１０８
愛 野 駐 在 �０９５７（３６）０６１６
小 浜 駐 在 �０９５７（７４）２１１１
南 串 山 駐 在 �０９５７（８８）３１１４

福祉事務所 �０９５７（３６）２５００

視
覚
障
害
者
に
対
す
る
生
活
訓
練

【
点
字
・
指
点
字
・
ふ
れ
あ
い
等
訓
練
】

日
・
場
所

１２
月
８
日
�
…
千
々
石
総
合
支
所

１２
月
１６
日
�
…
愛
野
町
公
民
館

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

【
白
杖
訓
練
】

日
時

１２
月
１
日
�
、
１５
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
頃

場
所

訓
練
を
受
け
る
人
の
自
宅
周
辺

※
ほ
か
に
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
毎
週

金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
「
広
報
う
ん
ぜ
ん
」
の
Ｃ
Ｄ
録
音

版
を
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
に

無
料
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
希

望
者
は
ご
連
絡
を
。

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
務
局

（
�
０
９
５
７
‐
３８
‐
２
７
３
４
）

福
祉
課
障
害
福
祉
班

（
�
３６
‐
２
５
０
０
）

寒い時期を迎え、ヒトのインフルエン
ザだけではなく鳥のインフルエンザの発
生も心配されています。鳥を飼養してい
る人は次の点に注意しましょう。

◆定期的な清掃・消毒を心がけましょう。
【消毒方法】
�塩化ベンザルコニウム（オスバンな
ど）を５００倍に薄めて鳥小屋全体に
噴霧する（薬局などで購入できます）。

	消石灰を床面や鳥小屋の周りに散布
する。

◆野鳥との接触を防ぐため、放し飼いは避け
て、鳥小屋をネットで覆いましょう。

多くの鳥が死亡したり、突然元気がな
くなるなどの異常が認められたら、県南
家畜保健衛生所（�０９５７‐６８‐１１７７）まで
ご連絡を！
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平成２１年度宝くじ助成事業で整備されました

←

吾妻町浮立保存

会の備品（神輿

用台車）

「宝くじ助成事業」は、宝くじ普及広報事業の
一環として、財団法人自治総務センターから助成
されます。
例年９月ごろに財団から次年度事業の募集があ

ります。市が認めるコミュニティ組織（自治会な
ど地域的な共同活動を行っている団体）で助成事
業の活用を検討される場合は、事前に政策企画課
までご相談ください。
※自治総合センターの予算の都合上、すべての申請が採

択されるわけではありません。

■問 政策企画課（�３８‐３１１１）

日
本
年
金
機
構
が
設
立
さ
れ
ま
す

平
成
２２
年
１
月
１
日
、
国
民
の
皆
さ

ん
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
保
険
庁

は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年

金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

「
日
本
年
金
機
構
」
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き

継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公

的
年
金
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
る

こ
と
な
く
、
国
の
制
度
と
し
て
、
財
政

や
運
営
に
国
が
責
任
を
持
ち
ま
す
。

現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
は
、「
年

金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、

所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

長
崎
社
会
保
険
事
務
局

�
０
９
５
（
８
３
２
）
６
２
５
２

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

平
成
２１
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
、
１
カ
月
１
万
４
６
６
０
円
で
す
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象

と
な
り
、税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
納
付
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

す
ぐ
に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

問

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
課

�
０
９
５
７
（
２５
）
１
６
６
６

企
業
向
け
各
種
共
済
制
度
の
案
内

�
小
規
模
企
業
共
済
制
度

こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
ま
た
は

会
社
な
ど
の
役
員
が
事
業
を
や
め
た
り

退
職
し
た
り
し
た
場
合
に
、
生
活
の
安

定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金

を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済
制

度
で
、
い
わ
ば
「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま

す
。掛

金
は
全
額
所
得
控
除
、
受
け
取
る

共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的

年
金
な
ど
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

�
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小
企
業

倒
産
防
止
共
済
制
度
）

こ
の
共
済
は
、
取
引
先
の
突
然
の
倒

産
が
原
因
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直

面
し
た
と
き
に
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守

る
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。

無
担
保
・
無
保
証
人
で
借
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
積
み
立
て
掛
金
の
１０
倍

の
範
囲
内
（
最
高
３
２
０
０
万
円
）

で
、
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
り
入

れ
可
能
。
毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必

要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

問

独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構

�
０
３
（
３
４
３
３
）
８
８
１
１

第
７
回
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
共
通
試
験
を
実
施
し
ま
す

日
時

平
成
２２
年
１
月
２４
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

内
容

下
水
道
の
一
般
的
分
野
お
よ
び

技
術
的
分
野

会
場

長
崎
会
場
（
桜
馬
場
中
学
校
）

受
付
期
間

１２
月
１４
日
�
〜
２５
日
�

受
験
資
格

満
２０
歳
以
上
（
学
歴
に
応

じ
て
、
下
水
道
の
実
務
経
験
が
必
要

で
す
）

受
験
料

８
０
０
０
円

申
込
書
類
配
布
・
提
出
先

市
下
水
道
課

問

市
下
水
道
課
下
水
道
管
理
班

�
（
３８
）
３
１
１
１

ご
存
知
で
す
か
？

雲
仙
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ

ん
を
福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
寝
た
き
り
へ
の
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
」「
お
金
の
管
理
や
契
約

に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」「
や

り
た
い
こ
と
、で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
仲
間
の
集
い

定
期
的
に
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
仲

間
の
集
い
」
を
開
き
、
情
報
交
換

や
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

今
月
は
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。

日
時

１２
月
２４
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所

雲
仙
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
野
町
）

対
象
者

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
疾
患
に

関
連
す
る
人
と
そ
の
家
族

問雲
仙
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
９
５
７
（
３６
）
３
５
７
１
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食事でLDLコレステロールを��
 コントロールしましょう！�

油の多い食品だけでなく、��
チョコレートや缶コーヒーなど��
甘い食品もとりすぎると��
LDLコレステロールが��
上がってしまいます。�

野菜・きのこ・海藻に含まれる��
食物繊維には、LDLコレステロール�
を下げるはたらきがある。�

コレステロールを多く含む食品は、��
1回に食べる量や頻度を減らす。�
�
【コレステロールを多く含む食品】　��
卵、魚卵（明太子・数の子など）、��
レバーなど�

成人の場合、牛乳は1日に��
コップ1杯（200ml）を目安にして、�
とりすぎないようにする。��
　��
アイスクリームやチーズの��
とりすぎにも注意する。��
低脂肪のものを選ぶとよい。�

【対象者】 子宮がん検診（２０歳以上）／乳がん検診（４０歳以上）／骨粗しょう症検診（４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳）

雲仙市では、平成２０年度健診受診者の半数が LDLコレステロールの正常値（１２０�／�未満）を超えている
現状です。
そこで、心筋梗塞や脳梗塞の引き金となる LDLコレステロールを正常に保つ食事のポイントを紹介します。
普段の食事に次のアドバイスを取り入れて、LDLコレステロールを正常に保ちましょう。

※LDLコレステロールの詳しい説明は、
１１月号に掲載しています。

生生活活習習慣慣のの改改善善はは、、自自分分のの身身体体のの状状態態をを知知るるここととかからら始始ままりりまますす。。
定定期期的的にに健健診診をを受受けけままししょょうう！！

診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ののののののののののののののののののののののののの月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

�健康づくり課 健康推進班 �３８‐３１１１問い合わせ

健診の種類によって対象者、自
己負担金などが異なります。詳
しくは、世帯配布の健診に関す
るお知らせをご覧ください。

特定保健指導シリーズ� ～LDLコレステロールと食事～

受 付 時 間

午前８時３０分～９時
午後１時～１時３０分

会 場
午前：やまびこ会館
午後：南本町公民館

南本町公民館

国見農村環境改善センター

実施日

１２月１日�

１２月２日�
１２月３日�
１２月４日�
１２月７日	
１２月８日�

地 区

小 浜

国 見

健（検）診の種類

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診
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今月の税

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

ひとのうごき（雲仙市の人口）

休日在宅当番医

■固定資産税（３期）、国民健康保険税（６期）
１２月２５日�が納期限です

あなたの税であかるいゆたかな街づくり

電話０９５（８２６）５５１１
■月：誤嚥（ごえん）の予防
■火：後腹膜腫瘍とは
■水：新型インフルエンザワクチンについて
■木：近視矯正手術・レーシック
■金：歯の神経を取ったのになぜ痛い？
■土・日：低用量ピル
☆午前９時～翌朝９時までの２４時間、同じ内容のテープが流れます

■人 口：４９，３６５人（前月比－２９人）
男性：２３，４３５人／女性：２５，９３０人

■世帯数：１６，５６７世帯（前月比－１世帯）
※平成２１年１０月末現在（住民基本台帳）

診療時間 午前９時～午後５時

子育てサポートセンターからのお知らせ

市内に住んでいる人で、空いた時間に子どもをお
迎えに行ったり、短時間預かっていただける人を募
集しています。空いた時間に手助けのできるかた、
ぜひサポートセンターへご連絡を！

使わなくなった・着なくなった、子育てに関する
お宝（物や洋服など）が、あなたの家庭で眠ってい
ませんか？ サポートセンターでは、そんなお宝を
回収し、必要としている人にお渡しする手助けを
行っています。

【１２月の開催予定】
☆日時…３日�、１０日�、

１７日�、２４日�
午前１０時～午後３時

☆場所…愛野保健福祉センター
２階多目的研修室

問 子育てサポートセンター（�３６‐３３０６）

【歯科】 診療時間 午前９時～正午

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

所在地
瑞穂町
小浜町
瑞穂町
千々石町
吾妻町
南串山町
吾妻町
千々石町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町
愛野町
小浜町

電話番号
７７‐２０００
７４‐２２１１
７７‐３６２２
３７‐２０１５
３８‐２０１５
８８‐２０５０
３８‐２１５２
３７‐２０３２
３６‐０１５３
７４‐２０４６
３６‐００１５
７４‐２２１１
３６‐００１５
７４‐２２１１
３６‐００１５
７４‐２２１１

医 療 機 関
よこた医院
公立新小浜病院
長田医院
天野医院
永吉医院
京泊馬場医院
安藤病院
城代医院
有明保養院
木戸医院
愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院
愛野記念病院
公立新小浜病院

日

１２月６日

１３日

２０日

２３日

２７日

１月１日

２日

３日

所在地
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南串山町
島原市
南串山町
島原市
小浜町
島原市
小浜町
島原市
千々石町
島原市
千々石町
島原市
千々石町
島原市

電話番号
８７‐２１２１
６２‐４４２７
８７‐２２６３
６２‐７３００
８８‐３２１５
６３‐７６１６
８８‐３８００
６５‐０２３３
７４‐５１００
６３‐１７４７
７５‐０２８１
６３‐６７１１
３７‐２００７
６２‐３７６５
３７‐２１２１
６３‐１７５０
３７‐２８１８
６２‐７４０７

歯 科 医 院 名
渡�歯科医院
寺田歯科医院
田口歯科医院
みやざき歯科
馬場歯科医院
大岡歯科医院
広田歯科医院
まつおデンタルクリニック
萩尾歯科医院
みなと歯科医院
津田歯科医院
キタ忍歯科医院
永田歯科医院
植木歯科医院
天野歯科
渡部歯科医院
城代歯科医院
大田歯科医院

日

１２月６日

１３日

２０日

２３日

２７日

３１日

１月１日

２日

３日

雲仙市教育委員会
「親子ホットライン」

0120‐967947
（フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」

な や み 言 お う

0570‐078310
※PHS、IP 電話からはつながりません

長崎県教育委員会

子どもに関する
電話相談の
お知らせ

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

0120‐928471
（フリーダイヤル）
家庭児童相談室

〔
広

告
〕
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身近に感じて�
男女共同参画�
身近に感じて�
男女共同参画�

◆問い合わせ�◆問い合わせ�
男女共同参画センター�
（　３８－３１１１）�

　
夫
も
妻
も
、
「
暖
か
い
家
庭
」
を
築

く
た
め
、
お
互
い
に
仕
事
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。�

　
同
じ
よ
う
に
働
い
た
、
そ
ん
な
二
人

が
家
に
帰
っ
て
、
一
人
は
ゆ
っ
く
り
と

く
つ
ろ
ぎ
、
一
人
は
家
事
に
お
世
話
に

大
忙
し
！�

　
「
妻
＝
（
イ
コ
ー
ル
）
家
事
・
育
児

を
し
、
家
族
の
世
話
を
す
る
人
」
と
、

長
年
の
定
着
し
た
慣
習
か
ら
、
マ
ン
ガ

の
よ
う
に
我
慢
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？�

　
妻
は
、
帰
宅
後
に
取
り
入
れ
た
洗
濯

物
を
、
本
当
は
す
ぐ
に
た
た
み
た
か
っ

た
の
に
、
お
腹
を
す
か
せ
た
夫
の
た
め

に
先
に
料
理
に
と
り
か
か
っ
て
、
ま
ず
、

我
慢
。
そ
し
て
、
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
な
要
望
の
嵐
。
で
も
、
夫
に
悪
気

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
妻
が
怒
っ

た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
、
妻
の
気
持
ち

に
気
が
つ
い
た
み
た
い
で
す
。�

�

　
お
互
い
に
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、

認
め
合
う
。
あ
な
た
の
思
い
や
り
の
あ

る
言
葉
と
行
動
で
、
あ
な
た
の
身
近
な

人
の
心
も
身
体
も
救
わ
れ
ま
す
。�

　
今
年
も
あ
と
少
し
で
終
わ
り
。�

　
あ
な
た
の
隣
の
大
切
な
人
に
、
一
年

間
の
感
謝
の
言
葉
を
添
え
て
和
や
か
な

年
越
を
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？�

「
今
年
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」�

�

�

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り�

▼
再
び
雲
仙
市
政
を
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
４
年
の
経
過

の
早
さ
に
驚
き
ま
す
が
、
国
内
外
と

も
に
大
き
く
変
化
を
遂
げ
た
４
年
間

で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
▼
再
選
決

定
直
後
に
は
、
東
京
に
お
い
て
の
過

疎
法
新
法
制
定
延
長
の
要
望
活
動
で
し
た
。
１

９
６
０
年
か
ら
始
ま
る
、
こ
の
議
員
立
法
に
よ

る
法
律
は
、
10
年
ご
と
の
立
法
に
よ
っ
て
続
い

て
き
ま
し
た
▼
過
疎
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
優

先
的
な
国
の
支
援
法
で
し
た
が
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
む
し
ろ
人
材
の
供
給
源

と
し
て
の
役
割
を
務
め
、
安
定
し
た
雇
用
機
関

の
確
保
は
思
う
に
任
せ
ず
、
基
幹
産
業
の
農
漁

業
は
、
国
外
と
の
競
争
に
も
さ
ら
さ
れ
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
、
立
法
時
の
理
念
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
き
ま
し
た
▼
し
か
し
な
が
ら
、
合
併

市
町
村
に
と
っ
て
、
合
併
特
例
債
の
適
合
し
な

い
事
業
な
ど
に
対
し
て
、
過
疎
法
に
よ
る
過
疎

債
の
充
当
は
、
大
変
頼
も
し
い
制
度
で
も
あ
り

ま
す
。
下
水
道
整
備
に
も
、
下
水
道
事
業
債
と

合
わ
せ
て
活
用
し
て
い
ま
す
▼
新
政
権
は
、
当

分
の
間
の
延
長
を
考
え
、
２
、
３
年
の
間
に
ハ

ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
を
考
慮
し
て
、
抜
本
的

な
対
応
を
考
え
た
い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
ま

す
▼
全
国
的
な
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
と

言
わ
れ
て
数
年
が
経
ち
ま
す
。
今
後
、
雲
仙
市

の
高
齢
化
率
は
さ
ら
に
進
行
し
ま
す
。
人
口
減

少
と
高
齢
化
の
中
で
、
予
測
さ
れ
る
未
来
に
対

応
す
る
た
め
の
条
件
整
備
が
必
要
で
す
▼
市
民

総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
情
報
は
公
開

し
ま
す
。
積
極
的
な
皆
さ
ま
の
ご
意
見
と
と
も

に
、
あ
る
べ
き
未
来
の
姿
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
、
協
調
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
愼
太
郎�

市長コラム�
ちょっと一息…�

お
ー
い�

暗
く
な
っ
て
き
た

け
ん�

そ
ろ
そ
ろ�

終
わ
ろ
う
か
？�

は
ー
い�

1
今
日
も
一
日

よ
う
、
働
い

た
よ
。�

風
呂
に
入
っ

て
、
汗
ば
流

さ
ん
ば
、�

気
持
ち�

悪
か
〜�

洗
濯
物�

た
た
む
と
は

後
に
し
て
、

ご
飯
ご
飯
。�

で
も
、早
く
た
た
ま
な
い
と
、�

洗
濯
物
、シ
ワ
に
な
る
な
あ
…� 2

あ
、�

ビ
ー
ル
は�

冷
え
と
る
ね
？�

は
い�

ど
う
ぞ�

3

…
そ
う
ね�

あ
ら
、�

こ
こ
汚
れ
と

る
よ�

き
れ
い
に
し

と
か
ん
ね�

最
近
買
う
た

テ
レ
ビ�

や
け
ん
ね�

4

あ
〜�

腹
減
っ
た�

ご
は
ん
は�

ま
だ�

で
き
ん
と
？�

今
日
の�

お
か
ず
は�

な
ん
ね
？�

…
今�

作
り
よ
る�

5
は
は
は
は
は�

こ
ん
番
組�

面
白
か
ね
〜�

見
て
み
ら
ん
ね�

と
こ
ろ
で
、
風

呂
は
沸
か
し
た
？�

今
日
は
、
汗
か

い
て
気
持
ち
悪

か
と
さ
ね
〜�

�

6

ご
め
ん
、�

そ
ん
な�

つ
も
り�

じ
ゃ
…�

魔
法
使
い
じ
ゃ�

あ
る
ま
い
し
、�

一
緒
に
家
に
帰
っ

て
き
た
と
に
、�

何
で
も
で
き
る�

わ
け
な
か
で
し
ょ�

お
風
呂
く
ら
い�

自
分
で
入
れ
ん
ね�

私
は
あ
な
た
の�

何
な
の
？�

7

う
ふ
♪�

そ
う
ね�

　
　
お
風
呂

　
　
入
れ
て

　
き
た
ば
い�

ご
飯
の�

で
き
た
ら
、�

今
日
は
一
緒

に
飲
も
う
か�

8
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